
いのちの教育セミナー2019

今もとめられる「いのちの教育」
～臓器移植を題材とした授業の可能性～

13：00～13：05 開会挨拶

13：05～13：45 基調講演
 「これからの道徳教育といのちの教育の具体的展開」
 賞雅　技子（実践女子大学 講師
 　　　　　 元全日本中学校道徳教育研究会 会長）

13：45～14：00 臓器移植の現状について
 （公社）日本臓器移植ネットワーク

14：00～14：20 移植者による体験談
 「臓器移植の体験談から『命』の大切さを伝える」
 横山　美紀（北海道札幌東陵高等学校 教諭）

14：20～15：35 授業実践発表
 「生命尊重について考える道徳授業の実践
 ～新聞記事に掲載された両親の手記より～」
 多田　義男（筑波大学附属中学校 教諭）

 「臓器移植を通じて、命の尊さを考える」
 永田　梨香（東京都府中市立府中第八中学校 教諭）

 「本当に伝えたい！！いのちの授業～臓器移植～」
 佐藤　毅（東京学芸大学附属国際中等教育学校 教諭）

15：35～15：50 休憩

15：50～16：55 ワークショップ

16：55～17：00 閉会挨拶

2019年11月24日（日）
エッサム神田ホール2号館　大会議室
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臓器移植に関する世論調査（2017年8月内閣府調査、N=1,911）
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　私は十数年前、職場の健康診断で肺に若干の影がうつり再検査を受けた結果、難病（リンパ脈管筋腫症）と
わかりました。治療法がないこと、今後の経過、予後などについて説明を受けました。
　症状としては労作時の息切れがあり、階段では１段昇っては呼吸を整えと、階段は私しにとって恐怖そのものでし
た。階段ばかりではありません。人と同じペースでは歩けなくゆっくりゆっくり、そして呼吸を整えるために休憩、お
風呂に入りシャンプーするのにも呼吸が苦しく寒くても呼吸を整えるのが最優先、そして物を拾うなど些細な行動まで
が呼吸苦になるような状態になりました。人はどんな時でも酸素を使って動いていることを実感しました。何をするに
しても呼吸苦が伴うので、やりたい事とできる事が違うことを思い知らされました。やりたい事ができない、諦めなくて
はならない辛さははかり知れないものでした。度重なる肺炎にもうこれ以上治らないのではと思う日もあり、死に恐怖
を覚えたこともありました。
　自分が難病である事を知ったときは「臓器移植法」がまだ施行されておらず、移植をすることは考えていません
でした。この頃、今まで元気が取り柄であった自分がこんな難病に罹患すること事態受け入れがたく、自分だけは
治るとさえ考えていた時期もありました。医学書を見ても載っていないこの難病に戸惑いを感じましたが、インターネッ
トで同病の患者さんのＨＰを偶然に知ることができ、ここで初めて移植という道があることを知りました。移植ついて
はまだまだ未知の世界の話でしたので、自分自身何が何だかよくわからなく、脳死の方から臓器をもらうという言葉
でしか、頭に入ってきませんでした。
　難病発症から数年後、セカンドオピニオンを受けた医師から肺移植の準備（レシピエント登録）を勧められました。
決して今の病状がいい状態ではないと聞き、この時初めて自分が重篤な状況におかれていることを知りました。医
師は移植をする事によって、在宅酸素から解放されること、通常の生活が取り戻せること、成功すれば予後がいい
こと、手術は必ず成功するとは言えないことなどメリット、リスクなど説明をして下さいました。また、レシピエント登録
をしてもすぐに移植ができるわけはない、移植をしたいと思ってからの登録では命が間に合わない、とにかく登録だ
けして移植をするか否かはその後に考えてもいいと言われました。すぐに登録はしましたが自分が本当に移植をする
のかわかりませんでした。自分の事とは考えていなかったと思います。
　レシピエント登録をしてからは病状も徐 に々進行し、肺炎を起こして入院したときはこのまま病院生活になるのでは、
このまま死ぬのではないかと考えるようになっていました。ですが、レシピエント登録をしてからは、この息苦しい生
活から解放されたいという気持ちから移植を実感し始めました。脳死臓器移植がニュースで取り上げられる度に自
分の順番がいつくるのか、何を準備すればいいのか徐 に々考えていくようになりました。体調が思わしくないときは移

植すればこの苦しみから解放されると思いながらも、間に合わなかったらと紙一重のところで心は揺らいでいました。
そして一番に悩んでいたことは人の死を待たなければならない辛さでした。この辛さは移植手術直前まで消え去るこ
とは無かったです。
　朝早く１本の電話がなりました。「ドナーが発生した」と。いよいよ自分が移植手術を受ける日が来ました。限られ
た時間の中で慌ただしく準備が行われたせいか、考える時間があまりなく手術に対する不安がわきあがってこなかっ
たです。準備をしているさなか、私より先に肺移植をした同病の方が病室を訪ねてくれました。その姿に私は驚きま
した。酸素をしないで元気に歩いている。「こんなに元気になれるよ」の言葉に救われました。私が夢見ていたこと
が現実になるのだとわかりました。そのころからだと思います、初めて「感謝」という言葉が頭をよぎるようになって
いきました。
　手術は成功し、執刀医からはこのタイミングで移植手術が出来なければ、命は数ヶ月だったであろうと話されました。
命があることがありがたかったです。ドナーさんへの想いが強くなりました。
　術後みるみる体の変化を感じ、低酸素からくるチアノーゼで唇や指先が紫色だったのがピンク色に。呼吸が苦し
くて仰向けに寝る事が出来なかったのですが仰向けで寝られる。手術から数年たった今でも動ける喜びを感じ、と
にかくこの命を大切にしたいと思っています。
　生きていられる喜びを感じる中で、悲しく辛い思いをすることも・・・移植を希望し手術に向かった仲間や待機
中の同病仲間と２度と連絡が取れなくなることでした。自分が仲間の分まで頑張らなくては、そしてドナーさんの分も。
自分の命は自分だけのものではない・・・
　ドナーさんについては知ることはできないですが、ドナーさんが誰かのためにと思っていたことには間違いがないと
思い、私はその想いを知らせたいと考えました。
　私は自分の職業である保健体育教諭をいかし、保健の授業において生徒たちに臓器移植について話をしていま
す。生きること、命の大切さについて何かを感じてもらいドナーさんの思いが伝わればと考えています。
生徒たちに臓器移植の話をすると、今現在自分が元気であるがゆえに「死」というものを実感できないでいます。
そして、自分には臓器移植、脳死ということは自分には起こりえないであろう遠い世界の話のような感じです。です
が生徒たちの身近な問題や、耳にするであろう話から入っていきます。意思表示カードを見たことがあるかないか、
持っているかいないか、自分が病気になり移植が必要になればどうしたいか、脳死はどういう状態なのか、家族が
脳死になったらなど積極的に臓器移植にまつわる話をします。ですが、話を聞いたからと言って決してドナーになっ
てほしい、臓器を提供することがいいことだとは言いません。いざとなったときに後悔だけはしないでほしいと伝えます。
最後にレシピエントとして自分の経験談を話し、今だからこそ考えるきっかけにしてほしいと話します。その他では学
級通信などでレシピエントとしての、日々 感じる想いをつづり、少しでも元気でいられることのありがたさや命の大切さ
を、健康であることで気付けないことを私から発信しています。そのことで、生徒たちがどのように感じ受け止め考
えるかはそれぞれに任せていきたいと思っています。いざとなった時に、私の言葉を思い出してくれれば幸いに思い
ます。
　このように、保健の授業や担任学級では臓器移植について話してはいましたが、自分がどんな病気でどんな症
状で、移植前にどんな想いをもっていたのかなどは、話したことがありませんでした。2012 年 12 月に自分が担任を
する学年（３年生）に「総合学習」の一環として講演をしました。闘病中から移植後の姿を知る、３学年主任の
先生から「是非、先生の話を聞かせたい」とのことでした。生徒たちは真剣に話を聞いてくれました。私も、３年
生が卒業する前に「命の大切さ」の本当の意味を伝えようと思いました。闘病中に辛い思いしかない体育館で話
すことは私にとっては容易なことではありませんでした。ですが、生徒たちの顔を見ると真剣な眼差しでした。それ
に応えなければという思いになりました。私は約３１０人の内１人でも心に響いてくれれば満足と思っていましたが、
講演後、生徒たちから「先生、ありがとう」という言葉をたくさんもらいました。そして感想文からも、私は話して良かっ
たと思える言葉をもらいました。
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脳死になったらなど積極的に臓器移植にまつわる話をします。ですが、話を聞いたからと言って決してドナーになっ
てほしい、臓器を提供することがいいことだとは言いません。いざとなったときに後悔だけはしないでほしいと伝えます。
最後にレシピエントとして自分の経験談を話し、今だからこそ考えるきっかけにしてほしいと話します。その他では学
級通信などでレシピエントとしての、日々 感じる想いをつづり、少しでも元気でいられることのありがたさや命の大切さ
を、健康であることで気付けないことを私から発信しています。そのことで、生徒たちがどのように感じ受け止め考
えるかはそれぞれに任せていきたいと思っています。いざとなった時に、私の言葉を思い出してくれれば幸いに思い
ます。
　このように、保健の授業や担任学級では臓器移植について話してはいましたが、自分がどんな病気でどんな症
状で、移植前にどんな想いをもっていたのかなどは、話したことがありませんでした。2012 年 12 月に自分が担任を
する学年（３年生）に「総合学習」の一環として講演をしました。闘病中から移植後の姿を知る、３学年主任の
先生から「是非、先生の話を聞かせたい」とのことでした。生徒たちは真剣に話を聞いてくれました。私も、３年
生が卒業する前に「命の大切さ」の本当の意味を伝えようと思いました。闘病中に辛い思いしかない体育館で話
すことは私にとっては容易なことではありませんでした。ですが、生徒たちの顔を見ると真剣な眼差しでした。それ
に応えなければという思いになりました。私は約３１０人の内１人でも心に響いてくれれば満足と思っていましたが、
講演後、生徒たちから「先生、ありがとう」という言葉をたくさんもらいました。そして感想文からも、私は話して良かっ
たと思える言葉をもらいました。

　私は十数年前、職場の健康診断で肺に若干の影がうつり再検査を受けた結果、難病（リンパ脈管筋腫症）と
わかりました。治療法がないこと、今後の経過、予後などについて説明を受けました。
　症状としては労作時の息切れがあり、階段では１段昇っては呼吸を整えと、階段は私しにとって恐怖そのものでし
た。階段ばかりではありません。人と同じペースでは歩けなくゆっくりゆっくり、そして呼吸を整えるために休憩、お
風呂に入りシャンプーするのにも呼吸が苦しく寒くても呼吸を整えるのが最優先、そして物を拾うなど些細な行動まで
が呼吸苦になるような状態になりました。人はどんな時でも酸素を使って動いていることを実感しました。何をするに
しても呼吸苦が伴うので、やりたい事とできる事が違うことを思い知らされました。やりたい事ができない、諦めなくて
はならない辛さははかり知れないものでした。度重なる肺炎にもうこれ以上治らないのではと思う日もあり、死に恐怖
を覚えたこともありました。
　自分が難病である事を知ったときは「臓器移植法」がまだ施行されておらず、移植をすることは考えていません
でした。この頃、今まで元気が取り柄であった自分がこんな難病に罹患すること事態受け入れがたく、自分だけは
治るとさえ考えていた時期もありました。医学書を見ても載っていないこの難病に戸惑いを感じましたが、インターネッ
トで同病の患者さんのＨＰを偶然に知ることができ、ここで初めて移植という道があることを知りました。移植ついて
はまだまだ未知の世界の話でしたので、自分自身何が何だかよくわからなく、脳死の方から臓器をもらうという言葉
でしか、頭に入ってきませんでした。
　難病発症から数年後、セカンドオピニオンを受けた医師から肺移植の準備（レシピエント登録）を勧められました。
決して今の病状がいい状態ではないと聞き、この時初めて自分が重篤な状況におかれていることを知りました。医
師は移植をする事によって、在宅酸素から解放されること、通常の生活が取り戻せること、成功すれば予後がいい
こと、手術は必ず成功するとは言えないことなどメリット、リスクなど説明をして下さいました。また、レシピエント登録
をしてもすぐに移植ができるわけはない、移植をしたいと思ってからの登録では命が間に合わない、とにかく登録だ
けして移植をするか否かはその後に考えてもいいと言われました。すぐに登録はしましたが自分が本当に移植をする
のかわかりませんでした。自分の事とは考えていなかったと思います。
　レシピエント登録をしてからは病状も徐 に々進行し、肺炎を起こして入院したときはこのまま病院生活になるのでは、
このまま死ぬのではないかと考えるようになっていました。ですが、レシピエント登録をしてからは、この息苦しい生
活から解放されたいという気持ちから移植を実感し始めました。脳死臓器移植がニュースで取り上げられる度に自
分の順番がいつくるのか、何を準備すればいいのか徐 に々考えていくようになりました。体調が思わしくないときは移
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　学年主任の先生は、私の闘病中の現状を「毎日エベレストに登っている状態」と話してくれました。具体的な表
現で、私のおかれていた現状を生徒たちはより実感できていたようです。
　このような形で話す機会を設けてくださった学年主任先生には感謝しています。身近な生徒だからこそ話すことに
躊躇していた私でしたが、目の前の生徒に話すことが大切だと知ることが出来ました。そして、生徒たちからは「私
が生きる意味」を教えてもらったと思います。
　最後に私の移植に際し、家族や私に関わる全ての人に感謝します。私の命を救ってくださったドナー、そしてドナー
の家族の勇気ある選択に敬意を表し、ドナーの冥福を祈ります。
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が生きる意味」を教えてもらったと思います。
　最後に私の移植に際し、家族や私に関わる全ての人に感謝します。私の命を救ってくださったドナー、そしてドナー
の家族の勇気ある選択に敬意を表し、ドナーの冥福を祈ります。
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明
日
へ
！
Ⅲ
�
�

「
明
日
」は
明
る
い
日
と
書
き
ま
す
！
�

  
� 明
日
へ
！
講
座
�
�

臓
器
移
植
通
信
講
座
Ⅳ
（
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
）
�

�
明
日
へ
！
Ⅲ
９
号
で
も
、
言
い
ま
し
た
が
先
生
は
決
し
て
ド
ナ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と

い
う
と
き
に
理
解
と
知
識
が
な
い
と
混
乱
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
家
族
が
万
が
一
の
と
き
は
短
時
間
で
決
め
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
自
分
が
万
が
一
の
と
き
は
、
意
思
表
示
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
気
持
ち
を
家
族
に
伝
え
て

お
く
こ
と
は
大
切
な
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�
こ
ん
な
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
が
脳
死
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
で
臓
器
提
供
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
家
族
で
お
父
さ
ん
の
臓
器
提
供
を
し
な
い
と
決
め
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
後
に
（
心
停
止
後
）
手
帳
か

ら
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
が
出
て
き
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
臓
器
を
提
供
す
る
意
思
が
書
か
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
家

族
は
お
父
さ
ん
の
意
思
を
知
っ
て
い
れ
ば
・
・
・
と
悔
や
ん
だ
そ
う
で
す
。
�

も
う
１
例
。
お
母
さ
ん
が
脳
死
状
態
で
す
。
こ
の
家
族
も
臓
器
提
供
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
家
族

は
お
母
さ
ん
の
臓
器
を
提
供
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
家
族
は
自
分
た
ち
で
母
の
命
を
と
め
て
し
ま
っ
た
と
思
い
悩
ん

だ
そ
う
で
す
。
臓
器
提
供
後
数
ヶ
月
お
母
さ
ん
の
引
き
出
し
か
ら
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

は
臓
器
提
供
の
意
思
が
あ
り
ま
し
た
。
家
族
は
カ
ー
ド
に
提
供
の
意
思
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
に
救
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
�

２
例
と
も
提
供
の
意
思
が
あ
る
話
で
す
。
そ
の
逆
も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
で
き
れ
ば
カ
ー
ド
が
あ
る
と
判
断
材
料
に
な
り
ま

す
。
今
、
自
分
が
ど
う
考
え
る
の
か
、
家
族
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
ち
ょ
っ
と
だ
け
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
�

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

（
※
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
引
用
）
�

脳
死
後
お
よ
び
心
停
止
後
に
臓
器
を
提
供
し
て
も
い
い
方
は
１
、
脳
死
後
で
の

臓
器
提
供
は
し
た
く
な
い
が
、
心
臓
が
停
止
し
た
死
後
は
臓
器
を
提
供
し
て
も

い
い
方
は
２
に
○
を
し
て
く
だ
さ
い
。
臓
器
を
提
供
し
た
く
な
い
方
は
３
に
○

を
し
て
く
だ
さ
い
。
１
か
２
に
○
を
し
た
方
で
、
組
織
の
提
供
や
親
族
優
先
に

つ
い
て
記
載
で
き
ま
す
。
組
織
を
提
供
し
て
も
い
い
方
は
「
す
べ
て
」
あ
る
い

は
「
皮
膚
」
｢心

臓
弁
｣「

血
管
」「

骨
」
な
ど
と
記
入
で
き
ま
す
。
親
族
優
先
提

供
に
つ
い
て
は
、
親
族
優
先
に
関
す
る
要
件
な
ど
を
良
く
理
解
し
た
上
で
記
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
臓
器
を
提
供
す
る
意
思
表
示
は

�
�

歳
以
上
の
方
が

有
効
で
す
が
、
臓
器
を
提
供
し
な
い
意
思
は
、
�
�
歳
未
満
で
も
（
口
頭
で
も
）

有
効
で
す
。
基
本
的
に
本
人
の
意
思
は
尊
重
さ
れ
ま
す
が
、
家
族
が
反
対
し
た
場
合
に
は
臓
器
提
供
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
�

親
族
優
先
提
供
に
つ
い
て
�

親
族
へ
の
優
先
提
供
が
行
わ
れ
る
に
は
、
以
下
の
�
�
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。�
�

�
� 本

人
が
、
臓
器
を
提
供
す
る
と
い
う
書
面
で
の
意
思
表
示
が
で
き
る

�
�
歳
以
上
の
方
で
あ
る
こ
と
。�

�
� 本

人
が
、
臓
器
を
提
供
す
る
と
い
う
意
思
表
示
に
併
せ
て
、
親
族
へ
の
優
先
提
供
の
意
思
を
書
面
に

よ
り
表
示
し
て
い
る
こ
と
。
�

�
� 臓

器
提
供
の
際
、
親
族
�配

偶
者
�
�
、
子
ど
も
�
�
、
�父

母
��

�が
移
植
希
望
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
。
�

�
� 医

学
的
な
条
件
�適

合
条
件
�を

満
た
し
て
い
る
こ
と
。
�

�
�
婚
姻
届
を
提
出
し
て
い
る
方
で
す
。
事
実
婚
の
方
は
含
み
ま
せ
ん
。
�

�
�
実
の
親
子
の
ほ
か
、
特
別
養
子
縁
組
に
よ
る
養
子
及
び
養
父
母
を
含
み
ま
す
。
�

臓
器

移
植

通
信

講
座

、
次

回
は

最
終

回
・
・
・
�

３
年
４
組
�

学
級
通
信
�

第
１
２

号
�

２
０

１
２

．
○

．
△
�

学
級

担
任
：
横

山
美

紀
�

 

明
日
へ
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�
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「
明
日
」は
明
る
い
日
と
書
き
ま
す
！
�

  
� 明
日
へ
！
講
座
�
�

臓
器
移
植
通
信
講
座
Ⅲ
（
臓
器
提
供
に
つ
い
て
）
�

脳
死
と
診
断
さ
れ
て
か
ら
臓
器
を
提
供
す
る
場
合
、
脳
死
後
と
心
停
止
後
の
提
供
で
違
い
が
あ
り
ま
す
。
脳
死
で
の
提
供
は
、

高
度
な
救
急
治
療
と
確
実
な
脳
死
判
定
が
で
き
る
施
設
に
入
院
し
て
い
る
場
合
に
可
能
で
す
。
（
脳
死
判
定
が
で
き
な
い
病
院

に
入
院
の
場
合
、
臓
器
提
供
を
希
望
し
て
も
提
供
は
で
き
な
い
の
・
・
・
）
通
常
の
医
療
行
為
の
中
で
脳
死
と
さ
れ
う
る
状
態

と
診
断
さ
れ
た
後
、
ご
本
人
の
臓
器
提
供
を
希
望
す
る
意
思
表
示
が
あ
る
か
、
ご
本
人
の
意
思
が
不
明
な
場
合
に
、
ご
家
族
が

臓
器
提
供
に
つ
い
て
説
明
を
聴
く
こ
と
の
お
申
し
出
が
あ
れ
ば
、移

植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
病
院
を
訪
れ
、
説
明
を
し
ま
す
。

脳
死
判
定
と
臓
器
提
供
に
関
す
る
ご
家
族
の
承
諾
が
あ
れ
ば
、
�そ

の
後
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
脳
死
判
定
が
行
わ
れ
て

�
回

目
の
脳
死
判
定
終
了
時
刻
が
死
亡
時
刻
と
な
り
臓
器
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
（
心
停
止
で
は
な
い
の
で
体
は
温
か
い
ま
ま
、
心
拍

の
機
器
の
音
も
ピ
ッ
ピ
ッ
と
）そ

ん
な
状
態
で
死
亡
と
な
り
、提

供
の
た
め
に
見
送
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
脳
死
の
ド
ナ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
な
い
と
助
か
ら
な
い
命
が
あ
り
ま
す
。
先
生
も
そ
の
１
人
で
し
た
。
温
か
い
体
の
ま
ま

見
送
っ
た
ド
ナ
ー
家
族
の
こ
と
を
思
う
と
、
先
生
は
今
で
も
涙
が
出
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
の
思
い
に
な
り
ま
す
。
�

ま
た
、
心
停
止
後
の
提
供
は
、
手
術
室
が
あ
る
病
院
な
ら
ど
こ
で
も
で
き
ま
す
。
通
常
の
医
療
行
為
の
中
で
蘇
生
不
可
能
な
終

末
期
に
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
後
に
、
ご
家
族
か
ら
臓
器
提
供
に
つ
い
て
説
明
を
聴
く
こ
と
の
お
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
移
植
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
病
院
を
訪
れ
、
説
明
を
し
ま
す
。
ご
家
族
が
承
諾
し
た
場
合
、
心
臓
が
停
止
す
る
前
に
術
前
処
置
（
カ
テ
ー

テ
ル
挿
入
と
ヘ
パ
リ
ン
の
注
入
）
を
行
い
ま
す
。
心
停
止
時
刻
を
死
亡
時
刻
と
し
て
、
臓
器
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
�

ど
ち
ら
も
、
臓
器
摘
出
術
が
行
わ
れ
る
ま
で
に
家
族
の
意
思
に
変
化
が
生
じ
た
場
合
は
、
中
止
さ
れ
ま
す
。
�

�
�
�
�
年
�
月
�
�
日
に
改
正
臓
器
移
植
法
が
全
面
施
行
さ
れ
、
生
前
に
書
面
で
臓
器
を
提
供
す
る
意
思
を
表
示
し
て
い
る
場

合
に
加
え
、
ご
本
人
の
臓
器
提
供
の
意
思
が
不
明
な
場
合
も
、
ご
家
族
の
承
諾
が
あ
れ
ば
臓
器
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
�
�
歳
未
満
の
方
か
ら
の
脳
死
後
の
臓
器
提
供
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
意
思
を
尊
重
す
る
た
め
に

も
、
臓
器
移
植
に
つ
い
て
考
え
、
家
族
と
話
し
合
い
、
「
提
供
す
る
」
「
提
供
し
な
い
」
ど
ち
ら
か
の
意
思
を
表
示
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
＊
提
供
し
な
い
意
思
に
つ
い
て
は
、
�
�
歳
未
満
の
方
の
意
思
表
示
も
有
効
で
す
。
��

※
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
引
用
�

� ９
月
１
０
日
現
在
�

脳
死
臓
器
提
供
数
�
�
１
８
７
例
�

脳
死
移
植
件
数
�
�
�
８
２
４
件
�

移
植
後
生
存
者
数
�
�
�
�
７
３
７
名
�

� 先
生
の
移
植
は
脳
死
臓
器
提
供
�

□
□
例
目
で
し
た
。
�

１
人
の
ド
ナ
ー
か
ら
６
名
の
（先
生
含
）�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
命
が
救
わ
れ
ま
し
た
。
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

臓
器
移
植
通
信
講
座
、
次
回
は
�

ド
ナ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
・
・
・
�

３
年
４
組
�

学
級
通
信
�
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１
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�
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０
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�
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明
日
へ
！
Ⅲ
�
�

「
明
日
」は
明
る
い
日
と
書
き
ま
す
！
�

  
� 明
日
へ
！
講
座
�
�

臓
器
移
植
通
信
講
座
Ⅱ
（
脳
死
に
つ
い
て
）
�

�
臓
器
移
植
は
保
健
の
授
業
で
高
度
先
進
医
療
の
分
野
で
勉
強
し
た
の
を
覚
え
え
い
ま
す
か
？
確
か
み
ん
な
の
学
年
は
先
生
の

ビ
デ
オ
を
見
た
と
思
う
け
ど
・
・
・
？
！
さ
て
、
今
日
は
脳
死
に
つ
い
て
知
ろ
う
！
�

人
が
臓
器
を
提
供
す
る
場
合
の
「
死
」
に
は
、
�
種
類
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
�
�

�
つ
は
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
る
「
心
停
止
」
で
す
。
心
停
止
す
る
と
、
血
液
が
流
れ
な
く
な
る
の
で
、
死
ん
だ
人
の
か
ら
だ
は
、

だ
ん
だ
ん
つ
め
た
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
�

も
う
�
つ
は
、
「
脳
」
が
ま
っ
た
く
働
か
な
く
な
っ
た
「
脳
死
」
で
す
。
�

じ
つ
は
、
「
脳
」
が
心
臓
を
動
か
し
て
い
る
の
で
、
病
気
や
事
故
な
ど
で
脳
の
す
べ
て
が
傷
つ
い
た
り
、
脳
が
ま
っ
た
く
働
か
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
心
臓
も
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
人
工
呼
吸
器
を
つ
け
る
こ
と
で
血
液
を
か
ら
だ
じ
ゅ
う
に
送
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
し
ば
ら
く
心
臓
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
、「

か
ら
だ
は
あ
た
た
か
い
」
、
と
い
う
状
態
で
す
。
し
か
し
、
一

度
「
脳
死
」
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
も
と
の
元
気
な
姿
に
も
ど
る
こ
と
な
く
、
や
が
て
心
臓
も
停
止
し
て
し
ま
い
ま
す
。
�

臓
器
移
植
の
時
に
は
、「

脳
死
」
か
「
心
停
止
」
し
た
人
の
臓
器
が
使
わ
れ
ま
す
。
�

心
停
止
で
移
植
で
き
る
臓
器
は
腎
臓
�・

�膵
臓
�・

�
眼
球
。
脳
死
後
は
心
臓
�・

�
肺
�・

�
肝
臓
・
腎
臓
�・

�膵
臓
�・

�小
腸
�・

�
眼

球
に
な
り
ま
す
。
�

＝
脳
死
と
植
物
状
態
の
違
い
＝
�

脳
死
と
植
物
状
態
は
、
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
脳
の
中

の
「
大
脳
」
と
い
う
部
分
は
、
話
を
し
た
り
、
か
ら
だ

を
動
か
し
た
り
す
る
た
め
の
大
事
な
働
き
を
し
て
い
ま

す
。「

脳
死
」
も
「
植
物
状
態
」
も
、
大
脳
が
働
か
な
い

状
態
に
あ
る
の
で
、
寝
た
き
り
で
、
話
を
す
る
こ
と
も

聞
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
植
物
状
態
は
、
脳

の
中
の
「
脳
幹
」
や
「
小
脳
」
と
呼
ば
れ
る
部
分
が
働

い
て
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
心
臓
に
命
令
を
出
し
て
、

自
分
で
呼
吸
し
た
り
、
血
液
を
か
ら
だ
じ
ゅ
う
に
送
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
植
物
状
態
」

に
な
っ
て
い
て
も
、
治
り
ょ
う
を
続
け
る
こ
と
で
、
目

を
さ
ま
し
た
り
、
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
脳
死
は
、
大
脳
や
脳
幹
、
小

脳
な
ど
、
脳
の
す
べ
て
が
働
か
な
く
な
っ
た
状
態
な
の

で
、
心
臓
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
臓
器
は
自
分
の
力
で

動
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
工
呼
吸
器
を
外
せ
ば
、

呼
吸
も
心
臓
も
す
ぐ
に
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
�

脳
死
は
、
心
肺
機
能
に
致
命
的
な
損
傷
は
な
い
が
、
頭

部
に
の
み
（
例
え
ば
何
ら
か
の
事
故
を
原
因
と
し
て
）
強
い
衝
撃
を
受
け
た
場
合
や
く
も
膜
下
出
血
等
の
脳
の
病
気
が
原
因
で
発

生
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
誰
で
も
お
こ
り
え
る
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
�

今
回
は
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
引
用
し
ま
し
た
。
先
生
の
言
葉
だ
と
長
～
く
な
る
の
で
・
・
・
�

�

臓
器
移
植
通
信
講
座
、
次
回
は
臓
器
提
供
に
つ
い
て
・
・
・�
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�
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明
日
へ
！

Ⅲ
�
�

「
明
日
」は
明
る
い
日
と
書
き
ま
す
！
�

  
�
�
夏
休
み
も
終
わ
っ
た
の
に
、
暑
い
毎
日
が
続
い
て
い
る
ね
。
で
も
、
急
に
涼
し
く
な
っ
た
り
、
ま
た
暑
く
な
っ
た
り
と
こ
の
時
期
は
夏
か

ら
秋
へ
の
季
節
の
変
わ
り
目
！
気
温
の
変
化
に
は
十
分
気
を
付
け
て
下
さ
い
ね
。
そ
し
て
服
装
！
暑
け
れ
ば
脱
げ
ば
い
い
の
よ
！
寒

く
て
着
る
物
が
な
け
れ
ば
我
慢
す
る
し
か
な
い
！
そ
し
て
、
風
邪
を
引
く
、
体
調
悪
い
お
ま
け
に
機
嫌
も
悪
く
な
る
・
・
・
そ
れ
は
避
け
な
い

と
ね
！
今
日
は
み
ん
な
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
○
月
△
日
今
日
は
先
生
に
と
っ
て
特
別
な
日
で
す
。
２
つ
目
の
誕
生
日
で

す
。
２
つ
目
？
！
っ
と
思
う
で
し
ょ
う
・
・
・
４
年
前
の
今
日
、
先
生
は
肺
の
移
植
を
し
ま
し
た
。
執
刀
医
の
先
生
に
「
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
移

植
が
で
き
な
け
れ
ば
数
ヶ
月
の
命
だ
っ
た
ね
」
と
・
・
・
そ
し
て
、
先
生
に
肺
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
ド
ナ
ー
が
い
た
こ
と
、
ド
ナ
ー
の
消
え

行
く
命
か
ら
、
先
生
の
消
え
そ
う
に
な
っ
て
い
る
命
に
「
命
の
バ
ト
ン
」
が
渡
っ
た
日
で
す
。
�

（
２
つ
目
の
誕
生
日
で
も
お
め
で
と
う
で
は
な
い
の
。
そ
れ
は
ね
ド
ナ
ー
の
命
日
で
も
あ
る
か
ら
・
・
・
だ
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
の
日
で
す
。
み

ん
な
も
、
友
達
、
家
族
、
自
分
に
関
わ
る
人
に
あ
り
が
と
う
を
伝
え
て
み
て
・
・
・
！
）
�

新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
臓
器
移
植
の
こ
と
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
よ
ね
。
�

先
生
を
き
っ
か
け
に
臓
器
移
植
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
！
こ
こ
で
誤
解
だ
け
は
し
な
い
で
ほ
し
い
！
先
生
は
み
ん
な
に
ド
ナ
ー
に
な
っ

て
と
い
う
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
こ
の
先
に
、
臓
器
移
植
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
ん
な
と
き
に
正
し
い

知
識
と
理
解
を
も
っ
て
い
て
ほ
し
い
、
後
悔
を
し
な
い
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

さ
て
、
「
臓
器
移
植
通
信
講
座
」を
開
設
し
ま
す
！
今
日
は
先
生
の
立
場
！
移
植
が
必
要
な
人
「レ
シ
ピ
エ
ン
ト
」
に
つ
い
て
知
ろ
う
！
�

明
日

へ
！

講
座

�
�

臓
器

移
植

通
信

講
座

Ⅰ
（

レ
シ

ピ
エ

ン
ト

に
つ

い
て

）
�

�
レ

シ
ピ

エ
ン

ト
と

は
臓

器
を

も
ら

う
側

の
こ

と
を

言
い

ま
す

。
病

気
に

な
っ

た
ら

レ
シ

ピ
エ

ン
ト

に
必

ず
な

れ
る

と
い

う
も

の
で

は
あ

り
ま

せ

ん
。

そ
れ

ぞ
れ

の
臓

器
に

お
け

る
特

定
の

病
気

だ
け

に
し

か
、

認
め

ら
れ

ま
せ

ん
。

そ
れ

は
、

治
療

法
が

な
い

こ
と

、
移

植
す

る
と

回
復

が
見

込
ま

れ
る

こ
と

な
ど

い
く

つ
か

の
条

件
が

あ
り

ま
す

。
病

状
が

悪
化

し
今

す
ぐ

に
移

植
し

た
い

と
い

っ
て

も
す

ぐ
で

き
る

わ
け

で
は

あ

り
ま

せ
ん

。
臓

器
移

植
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

レ
シ

ピ
エ

ン
ト

登
録

し
ま

す
。

登
録

に
あ

た
っ

て
は

い
く

つ
か

の
審

査
が

あ
り

ま
す

。

先
生

の
移

植
仲

間
は

症
状

が
ま

だ
軽

い
と

い
う

こ
と

で
審

査
を

ク
リ

ア
で

き
な

か
っ

た
こ

と
が

あ
っ

た
と

い
っ

て
い

ま
し

た
。
先

生
は

一
度

も
引

っ
か

か
ら

ず
に

審
査

を
通

り
ま

し
た

が
、

今
考

え
れ

ば
そ

れ
だ

け
重

症
度

が
高

か
っ

た
の

だ
と

理
解

で
き

ま
す

。

登
録

ま
で

の
間

に
は

審
査

の
ほ

か
に

、
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

コ
ン

セ
ン

ト
を

２
度

行
い

ま
す

。
�

１
度

目
は

移
植

手
術

の
方

法
や

リ
ス

ク
、

術
後

の
管

理
の

こ
と

、
移

植
ま

で
の

す
ご

し
方

な
ど

の
説

明
で

す
。

先
生

の
こ

こ
で

の

印
象

は
、

い
い

話
し

か
覚

え
て

い
ら

れ
な

か
っ

た
・

・
・

で
す

。
恐

怖
を

覚
え

る
よ

う
な

話
を

し
て

い
ま

し
た

が
、

何
故

か
自

分

の
こ

と
と

は
思

え
な

か
っ

た
で

す
。

２
度

目
の

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
コ

ン
セ

ン
ト

は
登

録
直

前
に

し
ま

す
。

こ
こ

で
は

移
植

の
確

認

の
有

無
と

登
録

か
ら

外
れ

る
こ

と
が

あ
る

こ
と

を
知

ら
さ

れ
ま

す
。
移

植
し

た
い

か
ら

登
録

審
査

し
た

で
し

ょ
う

と
思

う
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

レ
シ

ピ
エ

ン
ト

は
心

が
揺

ら
ぎ

ま
す

。
そ

し
て

、
病

状
が

進
行

し
移

植
を

し
て

も
命

が
助

か
ら

な
い

だ
ろ

う
と

判

断
さ

れ
た

時
点

で
登

録
が

外
れ

ま
す

。
レ

シ
ピ

エ
ン

ト
に

な
る

に
は

重
症

で
あ

り
な

が
ら

、
息

絶
え

絶
え

に
な

っ
て

は
い

け
な

い

と
い

う
こ

と
で

す
。

現
在

、
臓

器
移

植
を

待
っ

て
い

る
人

は
下

記
の

表
の

と
お

り
で

す
。

�

こ
ん

な
に

た
く

さ
ん

の
方

が
待

っ
て

い
ま

す
。
先

生
も

レ

シ
ピ

エ
ン

ト
登

録
し

て
か

ら
２

年
８

ヶ
月

の
待

機
期

間

で
し

た
。
待

機
期

間
中

に
命

を
落

と
す

方
も

多
く

い
ま

す
。�

先
生

は
本

当
に

奇
跡

的
に

移
植

手
術

が
で

き
元

気
で

い
ら

れ
ま

す
。

１
つ

覚
え

て
い

て
ほ

し
い

の
は

、
先

生
は

移
植

（
肺

）
を

受

け
た

患
者

さ
ん

の
中

で
も

１
、

２
を

争
う

ほ
ど

の
回

復
を

見
せ

て
い

る
人

で
す

。
移

植
し

て
も

退
院

で
き

な
い

人
、

再
移

植
を

待

っ
て

い
る

人
、

残
念

で
す

が
亡

く
な

る
人

も
い

ま
す

。
�

�
�

�
�

�
�

�
臓
器
移
植
通
信
講
座
、
次
回
は
脳
死
に
つ
い
て
・
・
・
�
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明
日
へ
！
Ⅲ
�
�

「
明
日
」は
明
る
い
日
と
書
き
ま
す
！
�

  
� 明
日
へ
！
講
座
�
�

臓
器
移
植
通
信
講
座
Ⅳ
（
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
）
�

�
明
日
へ
！
Ⅲ
９
号
で
も
、
言
い
ま
し
た
が
先
生
は
決
し
て
ド
ナ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と

い
う
と
き
に
理
解
と
知
識
が
な
い
と
混
乱
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
家
族
が
万
が
一
の
と
き
は
短
時
間
で
決
め
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
自
分
が
万
が
一
の
と
き
は
、
意
思
表
示
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
気
持
ち
を
家
族
に
伝
え
て

お
く
こ
と
は
大
切
な
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�
こ
ん
な
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
が
脳
死
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
で
臓
器
提
供
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
家
族
で
お
父
さ
ん
の
臓
器
提
供
を
し
な
い
と
決
め
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
後
に
（
心
停
止
後
）
手
帳
か

ら
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
が
出
て
き
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
臓
器
を
提
供
す
る
意
思
が
書
か
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
家

族
は
お
父
さ
ん
の
意
思
を
知
っ
て
い
れ
ば
・
・
・
と
悔
や
ん
だ
そ
う
で
す
。
�

も
う
１
例
。
お
母
さ
ん
が
脳
死
状
態
で
す
。
こ
の
家
族
も
臓
器
提
供
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
家
族

は
お
母
さ
ん
の
臓
器
を
提
供
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
家
族
は
自
分
た
ち
で
母
の
命
を
と
め
て
し
ま
っ
た
と
思
い
悩
ん

だ
そ
う
で
す
。
臓
器
提
供
後
数
ヶ
月
お
母
さ
ん
の
引
き
出
し
か
ら
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

は
臓
器
提
供
の
意
思
が
あ
り
ま
し
た
。
家
族
は
カ
ー
ド
に
提
供
の
意
思
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
に
救
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
�

２
例
と
も
提
供
の
意
思
が
あ
る
話
で
す
。
そ
の
逆
も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
で
き
れ
ば
カ
ー
ド
が
あ
る
と
判
断
材
料
に
な
り
ま

す
。
今
、
自
分
が
ど
う
考
え
る
の
か
、
家
族
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
ち
ょ
っ
と
だ
け
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
�

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

（
※
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
引
用
）
�

脳
死
後
お
よ
び
心
停
止
後
に
臓
器
を
提
供
し
て
も
い
い
方
は
１
、
脳
死
後
で
の

臓
器
提
供
は
し
た
く
な
い
が
、
心
臓
が
停
止
し
た
死
後
は
臓
器
を
提
供
し
て
も

い
い
方
は
２
に
○
を
し
て
く
だ
さ
い
。
臓
器
を
提
供
し
た
く
な
い
方
は
３
に
○

を
し
て
く
だ
さ
い
。
１
か
２
に
○
を
し
た
方
で
、
組
織
の
提
供
や
親
族
優
先
に

つ
い
て
記
載
で
き
ま
す
。
組
織
を
提
供
し
て
も
い
い
方
は
「
す
べ
て
」
あ
る
い

は
「
皮
膚
」
｢心

臓
弁
｣「

血
管
」「

骨
」
な
ど
と
記
入
で
き
ま
す
。
親
族
優
先
提

供
に
つ
い
て
は
、
親
族
優
先
に
関
す
る
要
件
な
ど
を
良
く
理
解
し
た
上
で
記
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
臓
器
を
提
供
す
る
意
思
表
示
は

�
�

歳
以
上
の
方
が

有
効
で
す
が
、
臓
器
を
提
供
し
な
い
意
思
は
、
�
�
歳
未
満
で
も
（
口
頭
で
も
）

有
効
で
す
。
基
本
的
に
本
人
の
意
思
は
尊
重
さ
れ
ま
す
が
、
家
族
が
反
対
し
た
場
合
に
は
臓
器
提
供
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
�

親
族
優
先
提
供
に
つ
い
て
�

親
族
へ
の
優
先
提
供
が
行
わ
れ
る
に
は
、
以
下
の
�
�
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。�
�

�
�本

人
が
、
臓
器
を
提
供
す
る
と
い
う
書
面
で
の
意
思
表
示
が
で
き
る

�
�
歳
以
上
の
方
で
あ
る
こ
と
。�

�
�本

人
が
、
臓
器
を
提
供
す
る
と
い
う
意
思
表
示
に
併
せ
て
、
親
族
へ
の
優
先
提
供
の
意
思
を
書
面
に

よ
り
表
示
し
て
い
る
こ
と
。
�

�
�臓

器
提
供
の
際
、
親
族
�配

偶
者
�
�
、
子
ど
も
�
�
、
�父

母
��

�が
移
植
希
望
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
。
�

�
�医

学
的
な
条
件
�適

合
条
件
�を

満
た
し
て
い
る
こ
と
。
�

�
�
婚
姻
届
を
提
出
し
て
い
る
方
で
す
。
事
実
婚
の
方
は
含
み
ま
せ
ん
。
�

�
�
実
の
親
子
の
ほ
か
、
特
別
養
子
縁
組
に
よ
る
養
子
及
び
養
父
母
を
含
み
ま
す
。
�

臓
器

移
植

通
信

講
座

、
次

回
は

最
終

回
・
・
・
�

３
年
４
組
�

学
級
通
信
�
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�
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２

．
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明
日
へ
！
Ⅲ
�
�

「
明
日
」は
明
る
い
日
と
書
き
ま
す
！
�

  
� 明
日
へ
！
講
座
�
�

臓
器
移
植
通
信
講
座
Ⅲ
（
臓
器
提
供
に
つ
い
て
）
�

脳
死
と
診
断
さ
れ
て
か
ら
臓
器
を
提
供
す
る
場
合
、
脳
死
後
と
心
停
止
後
の
提
供
で
違
い
が
あ
り
ま
す
。
脳
死
で
の
提
供
は
、

高
度
な
救
急
治
療
と
確
実
な
脳
死
判
定
が
で
き
る
施
設
に
入
院
し
て
い
る
場
合
に
可
能
で
す
。
（
脳
死
判
定
が
で
き
な
い
病
院

に
入
院
の
場
合
、
臓
器
提
供
を
希
望
し
て
も
提
供
は
で
き
な
い
の
・
・
・
）
通
常
の
医
療
行
為
の
中
で
脳
死
と
さ
れ
う
る
状
態

と
診
断
さ
れ
た
後
、
ご
本
人
の
臓
器
提
供
を
希
望
す
る
意
思
表
示
が
あ
る
か
、
ご
本
人
の
意
思
が
不
明
な
場
合
に
、
ご
家
族
が

臓
器
提
供
に
つ
い
て
説
明
を
聴
く
こ
と
の
お
申
し
出
が
あ
れ
ば
、移

植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
病
院
を
訪
れ
、
説
明
を
し
ま
す
。

脳
死
判
定
と
臓
器
提
供
に
関
す
る
ご
家
族
の
承
諾
が
あ
れ
ば
、
� そ

の
後
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
脳
死
判
定
が
行
わ
れ
て

�
回

目
の
脳
死
判
定
終
了
時
刻
が
死
亡
時
刻
と
な
り
臓
器
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
（
心
停
止
で
は
な
い
の
で
体
は
温
か
い
ま
ま
、
心
拍

の
機
器
の
音
も
ピ
ッ
ピ
ッ
と
）そ

ん
な
状
態
で
死
亡
と
な
り
、提

供
の
た
め
に
見
送
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
脳
死
の
ド
ナ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
な
い
と
助
か
ら
な
い
命
が
あ
り
ま
す
。
先
生
も
そ
の
１
人
で
し
た
。
温
か
い
体
の
ま
ま

見
送
っ
た
ド
ナ
ー
家
族
の
こ
と
を
思
う
と
、
先
生
は
今
で
も
涙
が
出
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
の
思
い
に
な
り
ま
す
。
�

ま
た
、
心
停
止
後
の
提
供
は
、
手
術
室
が
あ
る
病
院
な
ら
ど
こ
で
も
で
き
ま
す
。
通
常
の
医
療
行
為
の
中
で
蘇
生
不
可
能
な
終

末
期
に
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
後
に
、
ご
家
族
か
ら
臓
器
提
供
に
つ
い
て
説
明
を
聴
く
こ
と
の
お
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
移
植
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
病
院
を
訪
れ
、
説
明
を
し
ま
す
。
ご
家
族
が
承
諾
し
た
場
合
、
心
臓
が
停
止
す
る
前
に
術
前
処
置
（
カ
テ
ー

テ
ル
挿
入
と
ヘ
パ
リ
ン
の
注
入
）
を
行
い
ま
す
。
心
停
止
時
刻
を
死
亡
時
刻
と
し
て
、
臓
器
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
�

ど
ち
ら
も
、
臓
器
摘
出
術
が
行
わ
れ
る
ま
で
に
家
族
の
意
思
に
変
化
が
生
じ
た
場
合
は
、
中
止
さ
れ
ま
す
。
�

�
�
�
�
年
�
月
�
�
日
に
改
正
臓
器
移
植
法
が
全
面
施
行
さ
れ
、
生
前
に
書
面
で
臓
器
を
提
供
す
る
意
思
を
表
示
し
て
い
る
場

合
に
加
え
、
ご
本
人
の
臓
器
提
供
の
意
思
が
不
明
な
場
合
も
、
ご
家
族
の
承
諾
が
あ
れ
ば
臓
器
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
�
�
歳
未
満
の
方
か
ら
の
脳
死
後
の
臓
器
提
供
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
意
思
を
尊
重
す
る
た
め
に

も
、
臓
器
移
植
に
つ
い
て
考
え
、
家
族
と
話
し
合
い
、
「
提
供
す
る
」
「
提
供
し
な
い
」
ど
ち
ら
か
の
意
思
を
表
示
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
＊
提
供
し
な
い
意
思
に
つ
い
て
は
、
�
�
歳
未
満
の
方
の
意
思
表
示
も
有
効
で
す
。
��

※
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
引
用
�

� ９
月
１
０
日
現
在
�

脳
死
臓
器
提
供
数
�
�
１
８
７
例
�

脳
死
移
植
件
数
�
�
�
８
２
４
件
�

移
植
後
生
存
者
数
�
�
�
�
７
３
７
名
�

� 先
生
の
移
植
は
脳
死
臓
器
提
供
�

□
□
例
目
で
し
た
。
�

１
人
の
ド
ナ
ー
か
ら
６
名
の
（先
生
含
）�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
命
が
救
わ
れ
ま
し
た
。
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

臓
器
移
植
通
信
講
座
、
次
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は
�
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カ
ー
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・
・
・
�
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明
日
へ
！
Ⅲ
�
�

「
明
日
」は
明
る
い
日
と
書
き
ま
す
！
�

  
� 明
日
へ
！
講
座
�
�

臓
器
移
植
通
信
講
座
Ⅱ
（
脳
死
に
つ
い
て
）
�

�
臓
器
移
植
は
保
健
の
授
業
で
高
度
先
進
医
療
の
分
野
で
勉
強
し
た
の
を
覚
え
え
い
ま
す
か
？
確
か
み
ん
な
の
学
年
は
先
生
の

ビ
デ
オ
を
見
た
と
思
う
け
ど
・
・
・
？
！
さ
て
、
今
日
は
脳
死
に
つ
い
て
知
ろ
う
！
�

人
が
臓
器
を
提
供
す
る
場
合
の
「
死
」
に
は
、
�
種
類
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
�
�

�
つ
は
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
る
「
心
停
止
」
で
す
。
心
停
止
す
る
と
、
血
液
が
流
れ
な
く
な
る
の
で
、
死
ん
だ
人
の
か
ら
だ
は
、

だ
ん
だ
ん
つ
め
た
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
�

も
う
�
つ
は
、
「
脳
」
が
ま
っ
た
く
働
か
な
く
な
っ
た
「
脳
死
」
で
す
。
�

じ
つ
は
、
「
脳
」
が
心
臓
を
動
か
し
て
い
る
の
で
、
病
気
や
事
故
な
ど
で
脳
の
す
べ
て
が
傷
つ
い
た
り
、
脳
が
ま
っ
た
く
働
か
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
心
臓
も
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
人
工
呼
吸
器
を
つ
け
る
こ
と
で
血
液
を
か
ら
だ
じ
ゅ
う
に
送
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
し
ば
ら
く
心
臓
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
、「

か
ら
だ
は
あ
た
た
か
い
」
、
と
い
う
状
態
で
す
。
し
か
し
、
一

度
「
脳
死
」
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
も
と
の
元
気
な
姿
に
も
ど
る
こ
と
な
く
、
や
が
て
心
臓
も
停
止
し
て
し
ま
い
ま
す
。
�

臓
器
移
植
の
時
に
は
、「

脳
死
」
か
「
心
停
止
」
し
た
人
の
臓
器
が
使
わ
れ
ま
す
。
�

心
停
止
で
移
植
で
き
る
臓
器
は
腎
臓
�・

�膵
臓
�・

�
眼
球
。
脳
死
後
は
心
臓
�・

�
肺
�・

�
肝
臓
・
腎
臓
�・

�膵
臓
�・

�小
腸
�・

�
眼

球
に
な
り
ま
す
。
�

＝
脳
死
と
植
物
状
態
の
違
い
＝
�

脳
死
と
植
物
状
態
は
、
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
脳
の
中

の
「
大
脳
」
と
い
う
部
分
は
、
話
を
し
た
り
、
か
ら
だ

を
動
か
し
た
り
す
る
た
め
の
大
事
な
働
き
を
し
て
い
ま

す
。「

脳
死
」
も
「
植
物
状
態
」
も
、
大
脳
が
働
か
な
い

状
態
に
あ
る
の
で
、
寝
た
き
り
で
、
話
を
す
る
こ
と
も

聞
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
植
物
状
態
は
、
脳

の
中
の
「
脳
幹
」
や
「
小
脳
」
と
呼
ば
れ
る
部
分
が
働

い
て
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
心
臓
に
命
令
を
出
し
て
、

自
分
で
呼
吸
し
た
り
、
血
液
を
か
ら
だ
じ
ゅ
う
に
送
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
植
物
状
態
」

に
な
っ
て
い
て
も
、
治
り
ょ
う
を
続
け
る
こ
と
で
、
目

を
さ
ま
し
た
り
、
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
脳
死
は
、
大
脳
や
脳
幹
、
小

脳
な
ど
、
脳
の
す
べ
て
が
働
か
な
く
な
っ
た
状
態
な
の

で
、
心
臓
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
臓
器
は
自
分
の
力
で

動
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
工
呼
吸
器
を
外
せ
ば
、

呼
吸
も
心
臓
も
す
ぐ
に
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
�

脳
死
は
、
心
肺
機
能
に
致
命
的
な
損
傷
は
な
い
が
、
頭

部
に
の
み
（
例
え
ば
何
ら
か
の
事
故
を
原
因
と
し
て
）
強
い
衝
撃
を
受
け
た
場
合
や
く
も
膜
下
出
血
等
の
脳
の
病
気
が
原
因
で
発

生
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
誰
で
も
お
こ
り
え
る
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
�

今
回
は
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
引
用
し
ま
し
た
。
先
生
の
言
葉
だ
と
長
～
く
な
る
の
で
・
・
・
�

�

臓
器
移
植
通
信
講
座
、
次
回
は
臓
器
提
供
に
つ
い
て
・
・
・�

３
年
４
組
�

学
級
通
信
�

第
１
０

号
�

２
０
１
２
．
○
．
△
�

学
級
担
任
：
横

山
美
紀
�

 

明
日
へ
！

Ⅲ
�
�

「
明
日
」は
明
る
い
日
と
書
き
ま
す
！
�

  
�
�
夏
休
み
も
終
わ
っ
た
の
に
、
暑
い
毎
日
が
続
い
て
い
る
ね
。
で
も
、
急
に
涼
し
く
な
っ
た
り
、
ま
た
暑
く
な
っ
た
り
と
こ
の
時
期
は
夏
か

ら
秋
へ
の
季
節
の
変
わ
り
目
！
気
温
の
変
化
に
は
十
分
気
を
付
け
て
下
さ
い
ね
。
そ
し
て
服
装
！
暑
け
れ
ば
脱
げ
ば
い
い
の
よ
！
寒

く
て
着
る
物
が
な
け
れ
ば
我
慢
す
る
し
か
な
い
！
そ
し
て
、
風
邪
を
引
く
、
体
調
悪
い
お
ま
け
に
機
嫌
も
悪
く
な
る
・
・
・
そ
れ
は
避
け
な
い

と
ね
！
今
日
は
み
ん
な
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
○
月
△
日
今
日
は
先
生
に
と
っ
て
特
別
な
日
で
す
。
２
つ
目
の
誕
生
日
で

す
。
２
つ
目
？
！
っ
と
思
う
で
し
ょ
う
・
・
・
４
年
前
の
今
日
、
先
生
は
肺
の
移
植
を
し
ま
し
た
。
執
刀
医
の
先
生
に
「
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
移

植
が
で
き
な
け
れ
ば
数
ヶ
月
の
命
だ
っ
た
ね
」
と
・
・
・
そ
し
て
、
先
生
に
肺
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
ド
ナ
ー
が
い
た
こ
と
、
ド
ナ
ー
の
消
え

行
く
命
か
ら
、
先
生
の
消
え
そ
う
に
な
っ
て
い
る
命
に
「
命
の
バ
ト
ン
」
が
渡
っ
た
日
で
す
。
�

（
２
つ
目
の
誕
生
日
で
も
お
め
で
と
う
で
は
な
い
の
。
そ
れ
は
ね
ド
ナ
ー
の
命
日
で
も
あ
る
か
ら
・
・
・
だ
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
の
日
で
す
。
み

ん
な
も
、
友
達
、
家
族
、
自
分
に
関
わ
る
人
に
あ
り
が
と
う
を
伝
え
て
み
て
・
・
・
！
）
�

新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
臓
器
移
植
の
こ
と
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
よ
ね
。
�

先
生
を
き
っ
か
け
に
臓
器
移
植
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
！
こ
こ
で
誤
解
だ
け
は
し
な
い
で
ほ
し
い
！
先
生
は
み
ん
な
に
ド
ナ
ー
に
な
っ

て
と
い
う
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
こ
の
先
に
、
臓
器
移
植
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
ん
な
と
き
に
正
し
い

知
識
と
理
解
を
も
っ
て
い
て
ほ
し
い
、
後
悔
を
し
な
い
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

さ
て
、
「
臓
器
移
植
通
信
講
座
」を
開
設
し
ま
す
！
今
日
は
先
生
の
立
場
！
移
植
が
必
要
な
人
「レ
シ
ピ
エ
ン
ト
」
に
つ
い
て
知
ろ
う
！
�

明
日

へ
！

講
座

�
�

臓
器

移
植

通
信

講
座

Ⅰ
（

レ
シ

ピ
エ

ン
ト

に
つ

い
て

）
�

�
レ

シ
ピ

エ
ン

ト
と

は
臓

器
を

も
ら

う
側

の
こ

と
を

言
い

ま
す

。
病

気
に

な
っ

た
ら

レ
シ

ピ
エ

ン
ト

に
必

ず
な

れ
る

と
い

う
も

の
で

は
あ

り
ま

せ

ん
。

そ
れ

ぞ
れ

の
臓

器
に

お
け

る
特

定
の

病
気

だ
け

に
し

か
、

認
め

ら
れ

ま
せ

ん
。

そ
れ

は
、

治
療

法
が

な
い

こ
と

、
移

植
す

る
と

回
復

が
見

込
ま

れ
る

こ
と

な
ど

い
く

つ
か

の
条

件
が

あ
り

ま
す

。
病

状
が

悪
化

し
今

す
ぐ

に
移

植
し

た
い

と
い

っ
て

も
す

ぐ
で

き
る

わ
け

で
は

あ

り
ま

せ
ん

。
臓

器
移

植
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

レ
シ

ピ
エ

ン
ト

登
録

し
ま

す
。

登
録

に
あ

た
っ

て
は

い
く

つ
か

の
審

査
が

あ
り

ま
す

。

先
生

の
移

植
仲

間
は

症
状

が
ま

だ
軽

い
と

い
う

こ
と

で
審

査
を

ク
リ

ア
で

き
な

か
っ

た
こ

と
が

あ
っ

た
と

い
っ

て
い

ま
し

た
。
先

生
は

一
度

も
引

っ
か

か
ら

ず
に

審
査

を
通

り
ま

し
た

が
、

今
考

え
れ

ば
そ

れ
だ

け
重

症
度

が
高

か
っ

た
の

だ
と

理
解

で
き

ま
す

。

登
録

ま
で

の
間

に
は

審
査

の
ほ

か
に

、
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

コ
ン

セ
ン

ト
を

２
度

行
い

ま
す

。
�

１
度

目
は

移
植

手
術

の
方

法
や

リ
ス

ク
、

術
後

の
管

理
の

こ
と

、
移

植
ま

で
の

す
ご

し
方

な
ど

の
説

明
で

す
。

先
生

の
こ

こ
で

の

印
象

は
、

い
い

話
し

か
覚

え
て

い
ら

れ
な

か
っ

た
・

・
・

で
す

。
恐

怖
を

覚
え

る
よ

う
な

話
を

し
て

い
ま

し
た

が
、

何
故

か
自

分

の
こ

と
と

は
思

え
な

か
っ

た
で

す
。

２
度

目
の

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
コ

ン
セ

ン
ト

は
登

録
直

前
に

し
ま

す
。

こ
こ

で
は

移
植

の
確

認

の
有

無
と

登
録

か
ら

外
れ

る
こ

と
が

あ
る

こ
と

を
知

ら
さ

れ
ま

す
。
移

植
し

た
い

か
ら

登
録

審
査

し
た

で
し

ょ
う

と
思

う
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

レ
シ

ピ
エ

ン
ト

は
心

が
揺

ら
ぎ

ま
す

。
そ

し
て

、
病

状
が

進
行

し
移

植
を

し
て

も
命

が
助

か
ら

な
い

だ
ろ

う
と

判

断
さ

れ
た

時
点

で
登

録
が

外
れ

ま
す

。
レ

シ
ピ

エ
ン

ト
に

な
る

に
は

重
症

で
あ

り
な

が
ら

、
息

絶
え

絶
え

に
な

っ
て

は
い

け
な

い

と
い

う
こ

と
で

す
。

現
在

、
臓

器
移

植
を

待
っ

て
い

る
人

は
下

記
の

表
の

と
お

り
で

す
。

�

こ
ん

な
に

た
く

さ
ん

の
方

が
待

っ
て

い
ま

す
。
先

生
も

レ

シ
ピ

エ
ン

ト
登

録
し

て
か

ら
２

年
８

ヶ
月

の
待

機
期

間

で
し

た
。
待

機
期

間
中

に
命

を
落

と
す

方
も

多
く

い
ま

す
。�

先
生

は
本

当
に

奇
跡

的
に

移
植

手
術

が
で

き
元

気
で

い
ら

れ
ま

す
。

１
つ

覚
え

て
い

て
ほ

し
い

の
は

、
先

生
は

移
植

（
肺

）
を

受

け
た

患
者

さ
ん

の
中

で
も

１
、

２
を

争
う

ほ
ど

の
回

復
を

見
せ

て
い

る
人

で
す

。
移

植
し

て
も

退
院

で
き

な
い

人
、

再
移

植
を

待

っ
て

い
る

人
、

残
念

で
す

が
亡

く
な

る
人

も
い

ま
す

。
�

�
�

�
�

�
�

�
臓
器
移
植
通
信
講
座
、
次
回
は
脳
死
に
つ
い
て
・
・
・
�

３
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�
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�
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●生徒から送られた手紙 

明明明
日日
へへ
！！！
ⅢⅢ
�
�

「「
明明明
日日日
」」ははは
明明明
るるる
いいい
日日
とと
書書
ききき
まま
すす
！！！

�
�

�
先

�
先

生生
方方

、、
いいい
つつ
もも
「「
明明明
日日
へへ
！！
」」
をを
読読読読読
んん
ででで
頂頂頂
きき
ああ
りりり
ががが
とと
ううう
ごごご
ざざざ
いいい
まま
すす
。。

今今今
日日

ははは
私私私

のの
不不不
安安

、、
焦焦焦

りりり
、、
安安

心心心心心
、、
喜喜喜喜

びびび
のの

話話話話
をを
聞聞聞

いいい
てて
下下

ささ
いいい
。。

昨昨
夜夜

１１
本本
のの

電電
話話話話
ががが

ああ
りりり
まま

しし
たたた

。。
「「
おおお

祖祖祖
母母

ちち
ゃゃ

んん
ががが

、、

いいい
なななな
くく
なななな
っっ
たたた
」」
とと
・・
・・
・・
祖祖祖
母母
ははは
９９
８８
歳歳
、、
最最最
近近
まま
ででで
一一
人人
暮暮
ららら
しし
をを
しし
てて
いいい
まま
しし
たたた
。。（（

石石
川川川
県県県県
金金
沢沢沢沢
在在在
住住住
））
９９
８８
歳歳
ででで
もも

認認認認
知知知

症症症症
もも

なななな
くく
生生

活活活活
をを

しし
てて
いいい

まま
すす
。。

たたた
だだだだ
・・

・・
・・

いいい
わわ
ゆゆ

るる
デデデ
ーー

ササ
ーー
ビビビ

スス
ででで

のの
人人
間間間

関関
係係係
のの

トト
ラララ
ブブブ

ルルル
かかか

ららら
気気
落落落

ちち
をを

しし

てて
しし

まま
いいい

一一
気気
ににに

足足
腰腰

ががが
弱弱弱
りりり

、、
精精精
神神

的的
ににに
もも

落落落
ちち

込込込
むむむ
日日

ががが
増増増増
えええ

まま
しし
たたた

。。
そそ

れれ
かかか
ららら

ははは
、、
東東

京京京京
のの
叔叔叔叔

父父父父
叔叔叔叔

母母
、、
母母

ががが
祖祖祖

母母

のの
様様

子子
をを

見見
ににに
金金

沢沢沢沢
へへ

通通通
ううう
よよ

ううう
ににに
。。

そそ
んん

なななな
やや
ささ

きき
叔叔叔叔
母母

ががが
目目
をを

離離
しし
たたた

時時
ににに

家家家
をを
出出

てて
、、
行行行行

方方
不不不
明明明

ににに
・・

・・
・・

私私私
ががが

祖祖祖
母母

ががが
行行行行

方方
不不不

明明明
とと
聞聞聞

いいい
たたた

のの
ははは
昨昨

日日
のの
２２

００
時時
！！

叔叔叔叔
母母

のの
話話話話
ででで

ははは
朝朝
ごごご

飯飯
をを
食食

べべべ
てて

かかか
ららら
出出

てて
行行行行
っっ

たたた
よよ
ううう

だだだだ
とと

のの
こここ
とと

、、
昨昨

夜夜

のの
金金

沢沢沢沢
ははは

暖暖暖
かかか
かかか

っっ
たたた

のの
ででで
寒寒寒

ささ
ににに
心心心心心

配配配
ははは
ああ

りりり
まま

せせ
んん
ででで

しし
たたた
。。

ボボボボ
ケケ
てて

いいい
なななな

いいい
のの
ででで

きき
っっ
とと

財財
布布
なななな

どどど
ははは

持持
っっ
てて

出出
てて

いいい

っっ
たたた

とと
ははは

思思思思思
っっ
てて

いいい
まま

しし
たたた
。。

ででで
もも
、、

９９
８８

歳歳
！！
！！

万万
ががが
一一

、、
交交
通通通

事事
故故
？？？

！！
遭遭遭

難難
？？？
！！

行行行行
きき
倒倒倒

れれ
？？？
！！

自自
殺殺殺

・・
・・
・・

・・
警警警

察察

ににに
捜捜捜
索索索
願願
をを
出出
しし
たたた
とと
聞聞聞
いいい
てて
いいい
まま
すす
ががが
、、
母母
とと
いいい
ろろ
んん
なななな
事事
をを
考考
えええ
てて
しし
まま
いいい
まま
しし
たたた
。。
母母
ははは
「「
覚覚覚
悟悟悟
ははは
しし
てて
いいい
るる
」」
とと
・・
・・
・・
。。

祖祖祖
母母

ががが
見見
つつ

かかか
ららら
なななな

いいい
まま
まま
私私私

ははは
布布

団団
ににに

入入
りりり
まま

しし
たたた
ががが
、、

ちち
ょょ

っっ
とと

しし
たたた

物物
音音音

ででで
もも
、、

目目
ががが

覚覚覚
めめ

てて
しし

まま
いいい
心心心心心

配配配
ががが
募募

るる
ばばばば
かかか
りりり

ででで
しし

たたた
。。

深深深深
夜夜
、、

何何何
回回
かかか
目目

ががが
覚覚覚

めめ
るる

ううう
ちち
ににに

ふふふふふ
とと
携携携
帯帯帯

！！
とと

思思思思思
いいい

メメ
ーー

ルルル
をを
見見

まま
しし
たたた

。。
深深深深
夜夜
１１

時時
半半

「「
おおお

祖祖祖
母母
ちち

ゃゃ
んん
見見
つつ

かかか
りりり

まま
しし

たたた
」」
のの

メメ
ーー
ルルル
。。

安安
堵堵

しし
まま

しし
たたた

ががが
、、
食食

事事
ははは
しし

てて
いいい
たたた
のの

だだだだ
ろろ

ううう
かかか

？？？
怪怪怪怪
我我

ははは
なななな
いいい
だだだだ

ろろ
ううう

かかか
？？？

嫁嫁
のの
立立立

場場場
ににに
なななな
るる

叔叔叔叔
母母

ささ
んん

とと
ははは

大大
丈丈
夫夫

だだだだ
ろろ
ううう

かかか
？？？

おおお
祖祖祖

母母
ちち

ゃゃ
んん

だだだだ
けけけ
ででで

ははは
なななな
くく
、、

叔叔叔叔
母母

ささ
んん

もも
シシシシ
ョョ

ッッッッ
クク
だだだだ
ろろ

ううう
ににに

とと
私私私

ががが
焦焦焦

っっ
てて

しし
まま
いいい

まま
しし

たたた
。。
今今今

のの
とと
こここ

ろろ
祖祖祖
母母

ががが
何何何

をを
しし
てて

過過過
ごごご
しし

てて
いいい
たたた

のの
かかか

、、
何何何
故故

家家家
をを
出出

たたた
のの
かかか

ははは
聴聴

けけけ
てて
いいい

まま
せせ

んん

ががが
最最最
悪悪悪悪
ににに
事事
態態態
だだだだ
けけけ
ははは
避避
けけけ
ららら
れれ
たたた
こここ
とと
ににに
、、
安安
心心心心心
しし
まま
しし
たたた
。。

�
そ

�
そ
んん
なななな
こここ
のの
週週週
明明明
けけけ
のの
今今今
日日
、、
私私私
ににに
とと
っっ
てて
ははは

本本
当当
ににに
嬉嬉嬉嬉嬉
しし
いいい
出出
来来
事事
ががが
・・
・・
・・
・・
・・
！！
！！
！！
！！

３３
年年

６６
組組

のの
○○
○○

○○
○○

ででで
すす
。。

○○
○○

ははは
体体

育育
のの

授授
業業

のの
合合合
間間間

ににに
「「
体体

大大
丈丈
夫夫

？？？
」」

とと
たたた
まま

ににに
聞聞聞
いいい

てて
くく
れれ

てて
いいい

たたた
生生
徒徒

ででで
すす

。。

普普普
段段

ははは
ああ

まま
りりり
私私私

とと
会会会

話話話話
をを
すす

るる
事事
もも

少少少少少
なななな
くく

、、
先先

生生
方方
ががが

いいい
つつ
もも

みみ
てて
いいい

るる
○○

○○
のの
印印印

象象
ででで
しし

たたた
。。

先先
週週週
のの

体体
育育
のの

時時
間間間

、、

○○
○○
ががが
声声声
をを
かかか
けけけ
てて
くく
れれ
まま
しし
たたた
。。「「

実実実
ははは
ねね
、、
先先
生生
のの
病病病
気気
のの
事事
とと
かかか
凄凄凄
くく
気気
ににに
なななな
っっ
てて
るる
んん
だだだだ
よよ
」」
とと
・・
・・
・・
私私私
ははは
気気
ににに
しし

てて
くく

れれ
てて

いいい
たたた
んん

だだだだ
～～

とと
ちち
ょょ

っっ
とと
驚驚驚

きき
まま
しし

たたた
。。

そそ
こここ
ででで

４４
月月
ににに

連連連
載載
しし

てて
いいい

たたた
、、
日日

経経経
新新新
聞聞聞

のの
ココ
ラララ

ムム
をを

読読読読読
んん
ででで

みみ
るる

？？？

とと
、、

聞聞聞
いいい

たたた
ららら
「「

読読読読読
みみ

たたた
いいい
！！

」」
とと
言言

っっ
てて
くく

れれ
たたた

のの
ででで
、、

渡渡渡
しし
まま

しし
たたた
。。

そそ
しし

てて
、、
今今今

日日
○○
○○

かかか
ららら
おおお

手手
紙紙

をを
もも
ららら

いいい
まま

しし

たたた
。。
裏裏裏
ににに
そそ
のの
まま
まま
をを
載載
せせ
てて
おおお
きき
まま
すす
。。
是是是
非非非
、、
読読読読読
んん
ででで
下下
ささ
いいい
。。
まま
たたた
、、
私私私
のの
涙涙涙涙
腺腺
ががが
緩緩緩
んん
ででで
しし
まま
いいい
まま
しし
たたた
。。

自自
分分

のの
伝伝伝

えええ
たたた
いいい

こここ
とと

ががが
本本
当当

ににに
伝伝伝
わわ

っっ
てて
いいい

るる
事事

をを
初初
めめ

てて
○○
○○

かかか
ららら
のの

こここ
のの

手手
紙紙
ででで

知知知
るる
こここ

とと
ががが
出出

来来
まま

しし
たたた
。。

自自
分分

のの

やや
っっ

てて
いいい

るる
こここ
とと

ににに
自自

信信信信
ががが
もも

てて
なななな
かかか

っっ
たたた
・・

・・
・・

ででで
もも
・・

・・
・・
生生

徒徒
１１
人人

ででで
もも

伝伝伝
わわ
っっ

てて
くく
れれ

たたた
こここ
とと

をを
確確

信信信信
出出
来来

たたた
こここ

とと

ででで
私私私
ははは
もも
ううう
満満満
足足
ででで
すす
。。
嬉嬉嬉嬉嬉
しし
くく
てて
たたた
まま
りりり
まま
せせ
んん
。。
声声声
をを
上上
げげげげ
てて
ううう
れれ
しし
泣泣泣泣
きき
をを
しし
たたた
いいい
とと
こここ
ろろ
ででで
すす
。。

�
○

�
○

○○
かかか
ららら
、、
ささ
ららら
ににに
生生
きき
るる
希希
望望
をを
もも
ららら
いいい
まま
しし
たたた
。。
大大
事事
ににに
しし
なななな
きき
ゃゃ
、、
こここ

のの
命命命
・・
・・
・・
生生
きき
てて
いいい
てて
よよ
かかか
っっ
たたた
ぁぁ
～～

�
照

�
照

�
照

�
照

れれ
くく

ささ
いいい
しし

、、
こここ

のの
話話話話

ににに
触触

れれ
ららら

れれ
るる

とと
絶絶絶

対対
ににに

泣泣泣泣
くく

のの
ででで

そそ
っっ

とと
しし

てて
おおお
いいい

てて
下下

ささ
いいい

ねね
・・

・・
・・

・・

３３
年年
４４
組組

学
級
通
信

特特
別別別

号号号

２
０
１
２
．
○

�△
�

学
級
担
任

：
横

学
級
担
任

：
横

山山
美美
紀紀紀

明明
先

生
方

へ
特

別
９

号
�

明明明
日日
へへ
！！！

ⅢⅢ
�
�

「「
明明明
日日
」」ははは
明明明
るるる
いいい
日日
とと
書書
ききき
まま
すす
！！！

明明明
日日

へへ
！！！

講講講講
座座座

�
�

�
�

臓臓臓
器器器器器器

移移移
植植植

通通通通
信信信

講講講講
座座座

ⅤⅤ
（（

裏裏裏
話話話話話

・・
・・

・・
））

ささ
てて
、、
４４
回回
ににに
渡渡渡
りりり
臓臓
器器
移移
植植植
ににに
つつ
いいい
てて
おおお
話話話話
しし
てて
きき
まま
しし
たたた
。。
こここ
こここ
ででで
最最最
後後後
ににに
先先
生生
のの
移移
植植植
ににに
まま
つつ
わわ
るる
裏裏裏
話話話話
をを
１１
つつ
・・
・・
・・
ああ
っっ
２２
つつ
！！

先先
生生
ににに
ははは
大大
学学学
時時
代代代
のの
親親
友友
ががが
いいい
まま
すす
。。
彼彼彼
女女
ははは
石石
川川川
県県県県
加加加
賀賀賀
市市
ににに
在在在
住住住
しし
てて
いいい
まま
すす
。。
数数
年年
ににに
１１
度度度
くく
ららら
いいい
しし
かかか
会会会
ううう
こここ
とと
ががが
ででで
きき

まま
せせ
んん
。。
ででで
もも
、、
メメ
ーー
ルルル
やや
電電
話話話話
ででで
必必必必必
要要
ががが
ああ
れれ
ばばばば
連連連
絡絡絡
しし
ああ
っっ
てて
いいい
まま
すす
。。
先先
生生
ははは
病病病
気気
ににに
なななな
っっ
たたた
こここ
とと
、、
移移
植植植
手手
術術
をを
受受受
けけけ
なななな
けけけ
れれ

ばばばば
なななな
ららら
なななな
いいい
ほほほ
どどど
重重
症症症症
ににに
なななな
っっ
たたた
こここ
とと
ははは
親親
友友
のの
彼彼彼
女女
だだだだ
けけけ
ににに
話話話話
しし
、、
同同
級級級
生生
ににに
ははは
話話話話
しし
てて
いいい
まま
せせ
んん
ででで
しし
たたた
。。
いいい
よよ
いいい
よよ
先先
生生
のの
移移
植植植

手手
術術
ががが
近近
くく
なななな
っっ
たたた
とと
きき
、、
彼彼彼
女女
ははは
同同
級級級
生生
全全
員員員
ににに
連連連
絡絡絡
をを
取取
りりり
、、
先先
生生
ががが
難難
病病病
ににに
なななな
っっ
てて
いいい
るる
こここ
とと
移移
植植植
手手
術術
をを
受受受
けけけ
なななな
いいい
とと
いいい
けけけ
なななな

いいい
くく
ららら
いいい
ににに
重重
症症症症
ででで
ああ
るる
こここ
とと
をを
明明明
かかか
しし
同同
窓窓窓
会会会
をを
開開開開
催催
しし
てて
くく
れれ
まま
しし
たたた
。。
しし
かかか
もも
、、
札札札
幌幌
のの
地地
ででで
・・
・・
・・
（（
大大
学学学
のの
同同
級級級
生生
ははは
全全
国国
各各
地地

ににに
いいい
まま
すす
。。
札札札
幌幌
ににに
住住住
んん
ででで
いいい
るる
のの
ははは
先先
生生
だだだだ
けけけ
・・
・・
・・
））
同同
窓窓窓
会会会
とと
いいい
いいい
なななな
ががが
ららら
もも
実実実
ははは
先先
生生
をを
励励
まま
すす
たたた
めめ
ににに
みみ
んん
なななな
札札札
幌幌
ににに
集集
まま
っっ

てて
くく
れれ
まま
しし
たたた
。。
本本
当当
ににに
ううう
れれ
しし
かかか
っっ
たたた
ででで
すす
。。
そそ
んん
なななな
同同
窓窓窓
会会会
かかか
ららら
数数
ヵヵ
月月
後後後
、、
先先
生生
のの
移移
植植植
手手
術術
のの
日日
ががが
やや
っっ
てて
きき
まま
しし
たたた
。。
先先
生生
ははは

病病病
院院
ににに
向向
かかか
ううう
千千
歳歳
空空空
港港
かかか
ららら
親親
友友
のの
彼彼彼
女女
ににに
「「
ドドド
ナナ
ーー
ががが
発発
生生
しし
たたた
よよ
、、
今今今
かかか
ららら
仙仙仙
台台台
へへ
向向
かかか
っっ
てて
手手
術術
をを
受受受
けけけ
てて
くく
るる
かかか
ららら
、、
連連連
絡絡絡

ででで
きき
るる
よよ
ううう
ににに
なななな
っっ
たたた
ららら
電電
話話話話
すす
るる
かかか
ららら
」」
とと
・・
・・
・・
・・
「「
頑頑
張張張
っっ
てて
よよ
！！
まま
たたた
話話話話
をを
一一
杯杯杯
しし
よよ
ううう
ねね
・・
・・
・・
」」
なななな
んん
とと
なななな
くく
彼彼彼
女女
のの
声声声
もも
緊緊
張張張
ににに
変変変

わわ
っっ
てて
いいい
まま
しし
たたた
。。
仙仙仙
台台台
ににに
到到到到
着着
後後後
、、
彼彼彼
女女
かかか
ららら
電電
話話話話
ががが
「「
いいい
てて
もも
立立立
っっ
てて
もも
いいい
ららら
れれ
なななな
いいい
かかか
ららら
、、
顔顔顔
をを
見見
ににに
仙仙仙
台台台
ににに
行行行行
くく
かかか
ららら
」」
とと
のの
こここ
とと

ででで
しし
たたた
。。
手手
術術
まま
ででで
時時
間間間
もも
少少少少少
なななな
いいい
こここ
とと
、、
遠遠遠
方方
かかか
ららら
来来
るる
のの
ででで
費費
用用
もも
かかか
かかか
るる
こここ
とと
なななな
どどど
ががが
ああ
っっ
てて
たたた
のの
ででで
先先
生生
ははは
来来
なななな
くく
てて
いいい
いいい
よよ
、、

頑頑
張張張
るる
かかか
ららら
とと
伝伝伝
えええ
まま
しし
たたた
。。
しし
かかか
しし
、、
先先
生生
ががが
手手
術術
室室室
ににに
入入
っっ
てて
まま
もも
なななな
くく
彼彼彼
女女
ははは
仙仙仙
台台台
のの
病病病
院院
ににに
到到到到
着着
しし
まま
しし
たたた
。。
移移
植植植
手手
術術
のの
日日

ははは
休休
日日
。。
人人
気気
もも
まま
ばばばば
ららら
・・
・・
・・
病病病
院院
内内
をを
走走
りりり
回回
っっ
てて
先先
生生
のの
こここ
とと
をを
探探探
しし
てて
いいい
たたた
そそ
ううう
ででで
すす
。。
（（
そそ
のの
後後後
、、
先先
生生
のの
旦旦
那那那
ささ
んん
ががが
彼彼彼
女女
とと

会会会
っっ
てて
いいい
まま
すす
。。
））
先先
生生
ははは
彼彼彼
女女
ががが
病病病
院院
ににに
来来
てて
いいい
るる
こここ
とと
をを
知知知
っっ
てて
いいい
たたた
ららら
、、
会会会
っっ
てて
いいい
たたた
ららら
、、
きき
っっ
とと
手手
術術
ににに
不不不
安安
をを
感感感感
じじじ
たたた
とと
思思思思思
いいい
まま

すす
。。
もも
しし
かかか
しし
たたた
ららら
こここ
れれ
ででで
最最最
後後後
かかか
もも
・・
・・
・・
なななな
んん
てて
考考
えええ
てて
いいい
たたた
こここ
とと
ででで
しし
ょょ
ううう
。。
結結結
果果
的的
ににに
ははは
会会会
えええ
なななな
いいい
ででで
手手
術術
室室室
ににに
向向
かかか
っっ
たたた
こここ
とと
ががが
いいい

いいい
結結結
果果
ににに
つつ
なななな
ががが
っっ
たたた
とと
思思思思思
っっ
てて
いいい
まま
すす
。。
ででで
もも
、、
手手
術術
ががが
終終終
わわ
りりり
、、
目目
ががが
覚覚覚
めめ
たたた
とと
きき
ににに
彼彼彼
女女
ががが
病病病
院院
ににに
来来
てて
くく
れれ
てて
いいい
たたた
こここ
とと
をを
聞聞聞
いいい

たたた
とと
きき
ははは
本本
当当
ににに
ううう
れれ
しし
くく
、、
ああ
りりり
ががが
たたた
いいい
存存存
在在在
だだだだ
とと
思思思思思
いいい
まま
しし
たたた
。。
遠遠遠
いいい
とと
こここ
ろろ
かかか
ららら
来来
てて
くく
れれ
たたた
親親
友友
のの
たたた
めめ
ににに
もも
早早
くく
回回
復復
しし
、、
元元元
気気

ににに
なななな
っっ
たたた
姿姿
をを
見見
てて
もも
ららら
いいい
たたた
いいい
とと
思思思思思
いいい
まま
しし
たたた
。。

�
み
�
み
んん
なななな
ににに
ははは
生生
涯涯涯涯涯
ででで
本本
当当
ににに
親親
友友
とと
いいい
えええ
るる
友友
達達達
をを
作作
っっ
てて
ほほほ
しし
いいい
とと
思思思思思
っっ
てて
いいい
まま
すす
・・
・・
・・
・・
。。
�
も
�
も
ううう
１１
つつ
裏裏裏
話話話話
・・
・・
・・

手手
術術
当当
時時
、、
２２
匹匹
のの
愛愛
犬犬
ががが
いいい
まま
しし
たたた
。。
（（
今今今
もも
２２
匹匹
ででで
すす
ががが
、、
今今今
のの
愛愛
犬犬
のの
前前前前
のの
子子
ででで
すす
））
２２
匹匹
ううう
ちち
のの
１１
匹匹
、、
「「
ササ
ンンン
ちち
ゃゃ
んん
」」
のの
話話話話
をを
しし

まま
すす
。。
ササ
ンンン
ちち
ゃゃ
んん
ははは
先先
生生
とと
同同
じじじ
よよ
ううう
ににに
呼呼呼
吸吸吸
ににに
病病病
気気
のの
ああ
るる
ワワ
ンンン
ちち
ゃゃ
んん
ででで
しし
たたた
。。
呼呼呼
吸吸吸
苦苦苦
ででで
倒倒倒
れれ
るる
こここ
とと
もも
しし
ばばばば
しし
ばばばば
・・
・・
・・
そそ
のの
とと
きき

ににに
ははは
先先
生生
のの
治治治治治
療療
用用
のの
酸酸
素素素
をを
使使
用用
しし
たたた
りりり
、、
先先
生生
ががが
決決決決
断断
しし
てて
大大
手手
術術
をを
しし
たたた
りりり
とと
先先
生生
とと
同同
じじじ
ででで
しし
たたた
。。
大大
手手
術術
をを
しし
たたた
後後後
ははは
声声声
をを

失失
いいい
まま
しし
たたた
ががが
、、
呼呼呼
吸吸吸
苦苦苦
かかか
ららら
もも
開開開開
放放
ささ
れれ
元元元
気気
ににに
走走
りりり
まま
わわ
れれ
るる
よよ
ううう
ににに
なななな
っっ
てて
いいい
まま
しし
たたた
。。
そそ
んん
なななな
ササ
ンンン
ちち
ゃゃ
んん
ににに
ははは
手手
術術
のの
当当
日日
、、

朝朝
家家家
をを
出出
るる
とと
きき
ににに
、、
「「
ササ
ンンン
ちち
ゃゃ
んん
とと
同同
じじじ
、、
呼呼呼
吸吸吸
ががが
楽楽
ににに
なななな
っっ
てて
帰帰帰帰帰
っっ
てて
くく
るる
ねね
」」
とと
約約約約
束束
をを
しし
てて
いいい
まま
しし
たたた
。。
先先
生生
のの
手手
術術
もも
無無無
事事
成成

功功
しし
、、
順順順
調調調調
ににに
回回
復復
ににに
向向
かかか
っっ
てて
いいい
るる
ささ
なななな
かかか
、、
悲悲悲悲悲
しし
いいい
連連連
絡絡絡
ががが
入入
りりり
まま
しし
たたた
。。
ササ
ンンン
ちち
ゃゃ
んん
ががが
亡亡
くく
なななな
っっ
たたた
とと
・・
・・
・・
・・

先先
生生
ははは
すす
ぐぐぐ
ににに
こここ
ううう
思思思思思
いいい
まま
しし
たたた
。。
ササ
ンンン
ちち
ゃゃ
んん
ははは
先先
生生
のの
回回
復復
をを
見見
届届届
けけけ
身身
代代代
わわ
りりり
ににに
なななな
っっ
てて
くく
れれ
たたた
のの
だだだだ
とと
・・
・・
・・
ササ
ンンン
ちち
ゃゃ
んん
ががが
亡亡
くく

なななな
っっ
たたた
のの
ははは
先先
生生
のの
手手
術術
かかか
ららら
ちち
ょょ
ううう
どどど
１１
週週週
間間間
後後後
。。
移移
植植植
手手
術術
ははは
１１
週週週
間間間
ががが
山山
だだだだ
とと
もも
言言
わわ
れれ
てて
いいい
まま
すす
。。
そそ
のの
１１
週週週
間間間
目目
ににに
ササ
ンンン
ちち

ゃゃ
んん
ははは
おおお
空空空
へへ
旅旅
立立立
ちち
まま
しし
たたた
。。
もも
ううう
先先
生生
ががが
大大
丈丈
夫夫
とと
思思思思思
っっ
たたた
のの
ででで
しし
ょょ
ううう
。。
同同
じじじ
体体
験験
をを
しし
たたた
愛愛
犬犬
ササ
ンンン
ちち
ゃゃ
んん
・・
・・
・・
とと
てて
もも
愛愛
くく
るる
しし

いいい
かかか
わわ
いいい
いいい
ササ
ンンン
ちち
ゃゃ
んん
ででで
しし
たたた
。。
もも
ううう
一一
度度度
会会会
いいい
たたた
いいい
、、
なななな
ででで
てて
ああ
げげげげ
たたた
いいい
とと
思思思思思
ううう
先先
生生
ででで
すす
。。

�
命
�
命
�
命
ははは
尊尊
いいい
もも
のの
ででで
すす
。。
いいい
てて
当当
たたた
りりり
前前前前
ででで
ははは
なななな
いいい
・・
・・
・・
先先
生生
のの
ドドド
ナナ
ーー
とと
なななな
っっ
たたた
ごごご
家家家
族族
もも
突突
然然然
ににに
家家家
族族
ががが
脳脳脳脳脳
死死
ににに
・・
・・
・・
悲悲悲悲悲
しし
みみ
のの
中中

ででで
のの
臓臓
器器
提提
供供
のの
判判判
断断
・・
・・
・・
だだだだ
かかか
ららら
こここ
そそ
そそ
のの
命命命
、、
想想想想
いいい
をを
受受受
けけけ
継継継
ががが
なななな
けけけ
れれ
ばばばば
なななな
ららら
なななな

いいい
、、
ドドド
ナナ
ーー
ささ
んん
のの
分分
、、
ササ
ンンン
ちち
ゃゃ
んん
のの
分分
、、
先先
生生
ににに
関関
わわ
るる
すす
べべべ
てて
のの
人人
、、
もも
ちち
ろろ
んん
３３
年年

４４
組組
のの
みみ
んん
なななな
ににに
もも
、、
毎毎
日日
感感感感
謝謝謝
をを
しし
てて
、、
「「
ああ
りりり
ががが
とと
ううう
」」
のの
言言
葉葉
をを
ででで
きき
るる
だだだだ
けけけ
たたた
くく
ささ
んん

言言
えええ
るる
よよ
ううう
ににに
心心心心心
ががが
けけけ
てて
生生
きき
てて
いいい
きき
たたた
いいい
とと
思思思思思
っっ
てて
いいい
るる
先先
生生
ででで
すす
。。

今今今
年年
ででで
先先
生生
ははは
、、
移移
植植植
手手
術術
をを
しし
てて
○○
年年
ががが
たたた
ちち
まま
すす
。。
来来
週週週
ははは
移移
植植植
手手
術術
をを
しし
たたた
仙仙仙

台台台
のの
△△
△△
大大
学学学
病病病
院院
ににに
検検
査査
入入
院院
をを
しし
てて
きき
まま
すす
。。
こここ
のの
間間間
学学学
校校校校校
をを
留留
守守守
ににに
しし
まま
すす
ががが
、、

小小小小
島島
先先
生生
ががが
みみ
んん
なななな
のの
ササ
ポポポポ
ーー
トト
しし
てて
くく
れれ
まま
すす
。。

以以以
上上

明明明
日日

へへ
！！

講講
座座

�
臓

�
臓
器器
移移

植植植
通通通

信信信信
講講

座座
をを

終終終
わわ
りりり

まま
すす

。。

３３
年年
４４
組組

学
級
通
信

第第
１１
３３

号号号

２
０

１
２

．
○

．
△
�

学
級

担
任

：
横

学
級

担
任

：
横

山山
美美

紀紀紀
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●生徒から送られた手紙 
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A ちゃんの繋いだ命 
年 組  番 氏名 

提供される家族の思い 提供する家族(A ちゃん）の思い 

生きる 

繋いだ命 

母の思い・・・ 

本時の感想 
 

年   月  日 

 

   
 

 
 

 
ど

い ない

ない

ない

で

い

の意

い い

い

の

いは の

い い

い

   

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 

 

とてもそう思う・そう思う 

男⼦： .3％ ⼥⼦: .  
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A ちゃんの繋いだ命 
年 組  番 氏名 

提供される家族の思い 提供する家族(A ちゃん）の思い 

生きる 

繋いだ命 

母の思い・・・ 

本時の感想 
 

年   月  日 
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とてもそう思う・そう思う 
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の
〜 に され の より〜

学 学
多

の

新聞記事 掲載
の記事

新聞掲載
2016.2.26

28 の
学習指導要領 29 ）解説 特別な教科 道徳編より
P100「 現代的な課題 」

育、 教育、 教育、 教育、 に する教育
法教育、・・・・・な 的な課題が

⑵現代的な課題の扱い

「 理解、 」「 ・ 、 」
「 理解、 」 、「自 」

し 題

18.1

17.7

9.6

7.1

7.2

6.5

15.4

15.6

27.0

30.3

34.8

43.2

23.9

24.5

20.5

29.9

31.4

41.8

28.7

30.6

40.3

46.6

40.3

43.2

30.0

29.3

9.29.29.2

5.1

13.2

17.0

16.7

15.6

11.6

9.2

9.2

3.4

13.0

4.8

15.4

4.8

11.6

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男

女

男

女

男

女

男

女

とても

そう思う

そう思う どちらとも

いえない

そう思わない とても

そう思わない

学校で

もっと教えてほしい

友だちの意見を

聞いてみたい

家族と話し合ってみたい

臓器の提供を受けた人

あるいはその家族から

話を聞いてみたい

－

－

－

－

－

－

－

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋－：男女差（残差分析，p<.05）

27.0

30.3

41.3

45.9

20.8

20.8

4.8

2.0
6.1

1.0

男

女

もっと考えていく必要が

あると思う －

＋

2015 27 ） に にて
学 ） による 実

意 実

新聞記事の掲載内容
・ で と され、 をし

の が
を て いをつ を 表

・ は で 、 は
の ・ の 意

学習指導要領）解説 特別な教科 道徳編よりP100〜101
「これらの現代的な課題の学習では」
・多様な見方、考え方があることを理解
・問題を多面的、多角的視点から考えさせる指導法の工夫
・課題を自分のこととして捉え、その解決に向けて考え続けよ
うとする意欲や態度を育てる

⑵現代的な課題の扱い

しかし・・・ 必ずしも「現代的な課題」についての実践や
発表が多いとも言えない現状

30 31



の

の

科学 の発 続 な

自 決

や
の さ

の

か か な
し

な な

A の
の 題の

「 」 題

19
いやり、 、
として る

指導 を さい

に道徳
的 が

う

の

D 3
に せら

れられ
を に
で ない

の考えは
いのでし
うか

自分が意 表
を

している

にはの

A の

• の を問う ではない
• もを う の い
• の さ 自分の ている意
•現実を理解し け れていかなけれ ならない
•ある てし は、いつ自分が

ような になるか考えさせる

いやり

A の
掲載

について多 の がその を らない
学 の教育課 では り扱 ない

学 の教育 で、 を るような
を や が ないか

30 31



の の内容
の

しHRH

的 ・ の り り
・自 決 の つでもある「 」につい
て考える
・

この は について し 説 することにな てい す

・ に ける を する ではあり せ
・ し ないことを 理に発言させることはあり せ
・ の で実 される「特別の教科 道徳」の
を 発表する に、 さ に を いしてい す

の

事

livedoor

1968 43 ）

な

実 に で し です

の

• の 発によ て、 科学
や 工学が から 的に
続いている

代
し

32 33



の な
の が れと自発 がで な なる

、 工 が必要となる
1950 代 、 工 の 発・ によ て
はし でいるが、 の の 分が ている
「 的 」という特 な状態が れ

の

の

•
•

• の

の

• とは、 の がな なり、 工
な の けが必要

• な をしても かることはな 、
に る

状態
の がある

新

• を う に り され 「 」

いの の

か 的

の

32 33



からの

の

は の 分の

• は なの から、 は である
• は な す
• のもとでは の

の

の 、欲 の なる として
とされてはならない

、 かけがえのなさが
される
の 、
や は な な な

の
特 の は に て

は らない

の

事 の の

• 学 の発 によ て て 現 という
•1968 43 ）50 は という
がなか 実を る

• い 、 に ても ではないこと
• について とな てい ことが

になる

34 35



の

の

な か
し

つの を つの からそれ れ考えさせ し う
ら
の

に
な
る
か
教

の
指

に
よ
る

の
18.1

17.7

9.6

7.1

7.2

6.5

15.4

15.6

27.0

30.3

34.8

43.2

23.9

24.5

20.5

29.9

31.4

41.8

41.3

45.9

28.7

30.6

40.3

46.6

40.3

43.2

30.0

29.3

20.8

20.8

9.2

5.1

13.2

17.0

16.7

15.6

11.6

9.2

4.8

2.0

9.2

3.4

13.0

4.8

15.4

4.8

11.6

4.1

6.1

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

とても

そう思う

そう思う どちらとも

いえない

そう思わない とても

そう思わない

学校で

もっと教えてほしい

友だちの意見を

聞いてみたい

家族と話し合ってみたい

臓器の提供を受けた人

あるいはその家族から

話を聞いてみたい

もっと考えていく必要が

あると思う

－

－

－

－

－

－

－

－

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋－：男女差（残差分析，p<.05）

とてもそう う・そう う
67.3
:75.9%

を
で なで
に考えよう

内容の

発
問

さ の
A の い

その
という いは
のようなも
の う

34 35



つの を多角的に考える
） 発問

し

の いを に

の の

にと て るとは
のようなこと う

36 37



の

お
母
さ
ん
を

も
う
一
度

抱
き
し
め
て

そ
し
て

笑
顔
を
見
せ
て

お
母
さ
ん
よ
り

新聞
. .

で の いを で の

を えて

•道徳的 について
題は「 の さ」 ・ いやり・ ）

視点を こで考えてい か に う
• 実から と学 う教
かな が な 、 理しやすい）

し
し

て
がある

かけがえの
ないもの

自分の
から と

れ け
は もを

にして
いるか

の の
を うこと
について

自 決
の自分

( の )

の の
• に「 」についての の実

で代 で るのでは
•教科 に されている教 を することで、
しい教 が 発されに い現状

•現代的な課題には多 の視点から、多様な教 が
られる

•学 現 にいる教 の意
• に向けて様 な課題を見 え
教科 の

36 37



自分のこととして
について

ることが
を すこと
の さ
さ

現代 について
の 問

の

道徳の教科化に伴い臓器移植が教材として取り上げられている例
（中学校平成31年度～）

な

学 け 学 道徳 な

教育 学道徳と そう の いと
意 表

教 学道徳あすを る

あかつ 学 の道徳 自分をの す

学 教育 らい 学 の道徳 の あな の は のもの

学道徳 がい
かると

つながる

教科 方を する を る と

学 道徳教科

は、 なし

）
の より することにな

）
の で する

を る つの

を る つの

を の から

として

）
に しての考え方

の

• の や いを 理解で教 を考える
「 し 」 「 」 「 」な

• の を考えさせることが の らいでない
「 する」「 し ない」 な

• 題は かを が にさせる
「 」 「 の 」「 」 な

学 学
多

38 39
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臓器移植を通じて、

命の大切さを考える

臓器移植を

を る

2
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

(19) (22) (6)
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臓器移植を通じて、

命の大切さを考える

臓器移植を

を る

2
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

(19) (22) (6)
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臓器移植を通じて、命の⼤切さを考える
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臓器移植を通じて、命の⼤切さを考える

52 53



いのちの教育セミナー 2019.11.24

・ を して、

教 的な を り た てい

生 「 の の 」 死
「 」
「 」

生 「 ・ 」

は めに・

いのちの教育セミナー 2019.11.24

は めに・ 的に

教

・・・ について
が になった

・・・ とは
・・・教
・・・「 つの 」は
・・・生 の さ

いのちの教育セミナー 2019.11.24

（教 を しない ）

）「 」は りま ん

方 を え け

しいという を してきた生徒に

にしていま

） に「 」を して

っていま

＜ り＞
生 死 い

た んでて ます。 に 死 。

い方は 。

・・・ ラ クス て で？？

ているわ ではありません

法 を えている です。

年

月

日

（

）

＜４つの権利＋ ＞

年

月

日

（

）

脳

知覚、記憶、判断、
運動の命令、
感情などの
高度な心の働き

呼吸・循環機能
の調節や意識の

伝達など、生き
ていくために必
要な働き

運動や姿勢の調節

死 だ脳 は して 生しない

大脳

小脳

年

月

日

（

）

   
    

 
 

いのちの教育セミナー 2019.11.24

教育
育

＜ の れ
いのちの教育セミナー 2019.11.24

は めに

④まとめ

は めに・

いのち

生と死
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の というと、 てま め し ない
、さ に の にな と にその
が していました 生の

に 考えが った

生 死を考え と、 を大切に うにな
りました

いのちの教育セミナー 2019.11.24

の死、 の死を考え と、生き方が ってきた

・ 生の 、 「死 」という をつかってい
た 々し ってはいけないことが かった してい
ま

生まれたときか 死 ことが まってい と いて、
に た っと考え き と した 生きてい

ことに し、いのちを大切にして生きていきたいと う

いのちの教育セミナー 2019.11.24

死について考え方が ってきました 、生きてい こ
と、これか 死 ということを めて のことなの と

きました これか はいのちについて 考え、
と していきたい

ま あたりまえの うに「 は大切」と教 ってきて、
は の うに大切なのか か なかったけ 、

な の に が

いのちの教育セミナー 2019.11.24

の ちを をして て、 し かったけ 、
の の について ことが きて かった

んなか 、 生 死ということについての を
ことが き、これか は っ りと考えていけ うに

したいと いました しっかりと き っていけ うにし
たい

いのちの教育セミナー 2019.11.24

いのちの教育セミナー 2019.11.24

④まとめ の は

・ （ つの ）

• ） として に こと

• ） として との りに こと

• ） として との りに こと

• ） として生 な のとの

りに こと

いのちの教育セミナー 2019.11.24

④まとめ の は

・ （ の ）

• 「生 の さ」
•A 「 、 、 と 」

•B 「 い り、 」 ・ 「 解、 」

• 「 、 」 ・ 「 」

死
＊ 止・・・ 臓が止まった とで

死と られる

＊脳死・・・・脳幹を 脳の

機 が 可 に 止したもの

一応、一 。しかし臓器移植が

前提となる 合は 。

年

月

日

（

）

★もし、そうなったらどうしますか？
（改定前 本人の意思＋家族承諾

改定後は本人が拒否していない限り家族承諾）

年間脳死者数は ％(年間死者数に対して)
と言われています。

つまり一日に 約 人

★死ぬ

年

月

日

（

）

いの の ・・・

て 今までを い出 て い。

生ま て 今までを い出 て い。

人で生 る はで ます ？

1 で います。

生 るって・・・

の答えは にあるのでは？

い に

年

月

日

（

）

いのちの教育セミナー 2019.11.24

いのちの教育セミナー 2019.11.24
者

の の は です。
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ん もありま た。
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の はも いたい も いた い で た。

った は で

ん もありま た。

の た

を必要に った

を必要に った

は ないと いて した
っ り考えて うと った

ま えのあ の を けてきたけれ 、
この には えがないと いて しかった

いのちの教育セミナー 2019.11.24
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④まとめ 生徒それぞれの

「納得解」を
Aさんの価値観
Bさんの価値観

大切なことは・・・・・教＜育
個々の☆考え方

☆プロセス

ご清聴ありがとうございました
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④まとめ

概念的に捉え、
生徒たちに

いのちのこと（死生観）について

「きっかけ」を ！！
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いの の

平
成

年

月

日

（火
）

いのちは い

いのちは い

いのちは

という れど・・・

に できますか？

本日の をきっか に

“いのち”の とを 自分 と

として考えてみまし う

＜ り＞

間で 生 死 い

た んでて ます。 に 死 。

無理に 必要はありません。

つ い は 。

ているわ ではありません

法 を えている です。

て い

無理 人は の中でつ いて い

について・・・

る は

です。

ても います。

＜ い＞

＜４つの権利＋1＞

＋１ よく考えたがまだ まらない。
（ ししたら家族のた に まるといいです 。）

臓器移植の トー ー

死ぬ人がいる

（脳死）

臓器提供者
⇒

生きていく人
がいる

移植 者

にでも る と。

る と。

いの の

命の
記 、 、 いや 、感 、 、 心

い い 知 、 、 の い 、
の の は意 ー ではな 、 意 い

は のいの や の のいの い で
の な ない 、 意

の 、いの の 、大 、 い な
命 、 、 な い

いの の の 働 ート
、 で

ト ー

いの の い は ので
＊ 大 な のは 、 は い な
＊ ど い ので、 い きは

は や 、 いい
い い

＊ 、 や な 、
ど で

い ではない ない い
の

の の トー ー
ー ント でな 、 や

いの の の
の
の の 、 の い

脳
は 脳 は な

脳
は

や

や
の い い

脳 判 脳 判 の
の 脳 な い

の脳 意 ー は ない
の い、

意 の 度

いの の で や い

の ない い の の の な 、意 の
意 の き、 のでは

ない
の いの の の の の の意 の

ート い、 の の や
のいの 、 のいの

の 、 のいの 、 の の 、いの の大 は なの
いの き な い い のき い
いの の大 い

動 意
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臓器の

・・・物を見る

ガス交換

で

ポンプ

貯蔵→分解 血糖値下げる

尿をつくる 消化・吸収

＜ 間＞

・・・・・・ 間

・・・・・・・・・・・ 間

・ ・・・ 間

・・・・・・・ 間

・・・ 間

8

12

20

24~28

< >
0 年 ー

0 年 ・ タ⇒ ト

3年 （ ）

年 臓移植 （日本）

１９９７年 臓器移植

年 の

00 年 月 改 臓器移植

0 0 年１月 一 族

0 0年７月 15歳未満可

家族承諾可

0 年10月16日～ ー A

かが だと提供できない。
？の 合、 ・後 はないか？？？

は15歳以上が ・ は 歳でも可

YES YES

YES NO

NO YES

YES

数

臓 4,000 （年間）

臓 ,000 （年間）

臓 25,000 （年間）

１ に ーロッ 国

では、日本は？

提供数・・・

移植数・・・

年～

免疫・・・ トの は外から し

てきた異物に対し、

攻撃・排除しようとする。

HLA・・・ 適合 。

の 。

ー ート。

のHLAが い人との

移植が ましい。

が
以前だったらない

いのちの り物（ ー）が可 に

から子だ でなく

人から人 と がった。

＊ 0 に始まった

しい

数・・・

の す て

生ま 変わるのに

脳って？

脳 数

＜ た の ＞

の数・・・

の数・・・

の数・・・

・・・

・・・ の人で

・・・

脳

知覚、記憶、判断、
運動の命令、
感情などの
高度な心の働き

＊脳幹は意志ではコントロールできない

呼吸・循環機能の
調節や意識の伝達
など、生きていく
ために必要な働き

運動や姿勢の調節

大脳

小脳

死 だ脳 は して 生しない

死
＊ 止・・・ 臓が止まった とで

死と られる

＊脳死・・・・脳幹を 脳の

機 が 可 に 止したもの

一応、一 。しかし臓器移植が

前提となる 合は 。
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感情などの
高度な心の働き

＊脳幹は意志ではコントロールできない

呼吸・循環機能の
調節や意識の伝達
など、生きていく
ために必要な働き

運動や姿勢の調節

大脳

小脳

死 だ脳 は して 生しない

死
＊ 止・・・ 臓が止まった とで

死と られる

＊脳死・・・・脳幹を 脳の

機 が 可 に 止したもの

一応、一 。しかし臓器移植が

前提となる 合は 。
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意思
意思 ー

免 の

保険 の

ー ー

ターネットから

あなたの

意思で救えるいのちが
あります

いの の ・・・

て 今までを い出 て い。

生ま て 今までを い出 て い。

人で生 る はで ます ？

1 で います。。

の は？

生 るって・・・

の答えは にあるのでは？

そして

い に

て の です

指示があるまで
ページを

開かないで
ください。

ん
（ ）つの ＋１ がある。

（ ）（臓器提供者）と

（ ）（移植 者）が

いて り つ トー ーである。

死の は１ 。 止

しかし、臓器移植が前提となると

（ ） になる。 止と（ ）。

植物 とは く のものである。

本人が 家族が の 合、提供（ ）。

ん
脳死とは（ ）の機 が失われた と。

機 が失われた

脳 は して（ ）しない。

（ ）年10月 臓器移植

（ ）年７月

改 臓器移植

脳死判定は（ ） 目ある。

２回 う。

本人が 家族も の 合、提供（ ）。

家族と そう ートについて

さ さ の ー ・

の小 子 ・ ４つの ＋１

を って、家族と してみまし う。

＊ に を さなくても

れから 、 で わっても

です。

拒絶反応・・せっかく移植された臓器も

異物とみなし、攻撃・排除

しようとする。

免疫抑制剤・・ HLAを合わせよう

とするもの。

移植コーディネーター・・・

各都道府県１名＋臓器移植ネットワークに

約30名。提供から移植、その後のフォロー

まで一連の流れの司令塔。

<法的脳死判定>
[1]深昏睡

[2]両側瞳孔径4㎜以上、瞳孔固定

[3]脳幹反射の消失

[4]平坦脳波

[5]自発呼吸の消失

＊第１回目の脳死判定が終了した時点から

時間以上を経過した時点で、

第２回目の脳死判定を開始する。

（12週～6歳未満は 時間以上経過）

<問題点>
＊登録待機患者は 約13,500人
＊子ども

2010年７月までは海外渡航
約3億円

＊2006年までは すべて適用外だった
（小腸は2018年４月まで保険適用外）

＊病院数
約175,000のうち、 500弱

＊売買日本は禁止 海外では一応
可の国もある

クラスは？学校は？

住んでいる都道府県の人口は？

日本の人口は？

世界の人口は？

東日本大震災死者・行方不明者数は？

年間出生数は？

年間死者数は？

★もし、そうなったらどうしますか？
（改定前 本人の意思＋家族承諾

改定後は本人が拒否していない限り家族承諾）

年間脳死者数は ％(年間死者数に対して)
と言われています。

つまり一日に 約 人

★自分と周りの人の“いのち”を考える
死ぬ人がいて、生きる人がいる

グリーンリボン検定 ＜おまけ＞

http://www.green-ribbon.jp/exam/

＜４つの権利＋1＞

無理に今すぐ答えを出す必要はありません。

決まった答えはありません。途中で変わっても構いません。
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＊本日の を いて か

なりましたか？

いのちの さ

いのちの さ

いのちの さ

を考えられる人になってください。

そして、⇒ 家族と 人と そう

者には 意思 ー あります。
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